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総合英語 be 4th Edition

新課程に対応した教科書ラインアップ
 

論理・表現Ⅰ・ⅠⅠ・Ⅲ

New Rays

総合英語 Evergreen

be Smart

文法の定着を図り
発信力を養う

ていねいな解説で英語の「本質」を徹底理解！
英文法の「なぜ？」がわかる参考書！

墺タカユキ＝編著
川崎芳人・久保田廣美・高田有現・
髙橋克美・土屋満明・Guy Fisher・
山田光＝著   鈴木希明＝編
A5 判 　672 頁　
定価 1,870 円（本体 1,700 円＋税）

詳細は
HP へ

■ 特 長

1. 英語の感覚を知る
なぜその文法を使うのかという意図や表
現のニュアンスに触れる。

2. 使える用例が豊富
生徒がそのまま会話や英作文で使える。

3. 見やすく学びやすいレイアウト
必要な情報がすばやくつかめる。

4. 教科書 be English Logic and
　 Expression Ⅰ・Ⅱ Smart/Clear に準拠

教科書Ⅰと共通の例文なので，教科書と
の併用により効率的な学習ができます。

■ 特 長

1. 英文法の「なぜ？」をしっかり理解
英文法を身につけるのに必要な，英文
法ルールの「なぜ？」をわかりやすく，
ていねいに説明しています。

2. 基本から発展までスムーズに学習できる構成
Part 1「これが基本」→ Part 2「理解
する」→ Part 3「深く知る」という三
部構成になっています。さらに，主要
な章には，Part 4「確認する」を設け
ました。

3. 「わかりやすさ」を徹底追求
ことばでのていねいな説明や学習しや
すいレイアウトはもちろん，イラスト
や概念図をふんだんに取り入れ，英文
法を多角的に理解できるようになって
います。

基礎 標準 発展

English CommunicationⅠ・ⅠⅠ・ⅠⅢ English Logic and ExpressionⅠ・ⅠⅠ・ⅠⅢ

対
応
参
考
書

多文化共生時代を
生きるための自己
表現力と対話力を
育てる

英語コミュニケーションⅠ・ⅠⅠ・Ⅲ
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〈①導入→②定着→③発展の 3 ステップで英語表現が身につく〉

be Clear Harmony

平賀正子＝監修／鈴木希明＝編著
A5 判　704 頁　
定価 1,870 円（本体 1,700 円＋税）

鈴木希明＝編著
A5 判　512 頁　
定価 1,738 円（本体 1,580 円＋税）

英語の感覚を身につけ，
表現へとつなげる

詳細は
HP へ

詳細は
HP へ

英語の感覚をやさしく解説　
基礎固めに最適の参考書！

基礎を固めて確か
な表現力を養う

楽しく英語を使い
ながら文法力を身
につける

■ 特 長

1. 英語力の基礎となる項目を厳選。
　 イラストを使ったわかりやすい解説

例文の発話状況とニュアンスをイラストで表し，
わかりやすく解説。英文法が感覚とともに理解
できます。

2. 見やすい紙面構成
無理なく学習できる見開き構成。重要な情報は
目立つ色で示しているので，学習のポイントを
すばやくつかむことができます。

3. 着実に身につくスモールステップ方式
「基本を身につける」→「応用力を養う」→「表
現につなげる」という段階に応じた構成により，
英語力を着実に身につけることができます。

4. 教科書 Harmony English Logic and
　 Expression Ⅰ・Ⅱに準拠

教科書Ⅰと共通の例文なので，教科書との併用
により効率的な学習ができます。

基礎 基礎標準 標準発展 発展

総合英語 Harmony New Edition

対
応
参
考
書

対
応
参
考
書
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　生徒が生きるグローバル社会では，さまざまな文化背景をもつ
人とのやりとりが想定されます。そこで求められるのは，「違い」
と向き合う力です。違いは，個性や多様性といった豊かさをもた
らすと同時に，偏見や差別の原因にもなります。違いと向き合う
には，自分のことをしっかり表現できる自己表現力〈たくましさ〉
と，考え方の異なる他者との建設的な対話を成立させることがで

きる対話力〈しなやかさ〉が求められます。 英語教育の高次の目標は，まさにこの２
つの力の実現にあると思います。 
　こうした思いを共有した編著者チームといいずな書店編集部で創り上げたのが，こ
の『New Rays English Communication I・II・III』です。私たちはこの New Rays とい
うタイトルに，「新たな世界を照らし， 現代の諸問題に光を当てる」という意味を込めて
います。そして，New Rays を構成する CHAPTER と物語は，その「光」によって照
らされるさまざまな世界や問題に生徒たちを誘います。題材は，高次の目標を達成する
のに必要と思われる力 ―  デザインの力，癒やしの力，対話の力， 探索の力など ―に関連
するものを精選しました。 
　そしてまた，New Rays では，タスクの中で，タスクを通して英語力を身につ
けるという考え方を大切にしています。使うことによってしか使う力は育たないか
らです。生徒一人ひとりの中に息づく英語力を育てることに『New Rays English 

Communication  I・II・III』が寄与できればと願っています。 

田中 茂範
慶應義塾大学名誉教授

武田 修一
静岡県立大学名誉教授

阿部　一
英語総合研究所所長

井上 朋子
元常葉大学准教授

佐藤 芳明
PEN 言語教育サービス主任研究員

中村 俊佑
東京都立五日市高等学校教諭

畠山 由香子
お茶の水女子大学講師 

細井 京子
コスモポリタン・インスティテュート主宰

村上 ひろ子
神戸市立葺合高等学校教諭

森本　俊
玉川大学准教授

吉原　学
慶應義塾大学非常勤講師 

渡辺 敦子
文教大学教授

渡邉 正三
元山形県立山形南高等学校教諭 

著作者紹介 

慶應義塾大学名誉教授　田中 茂範 

新たな世界を照らし，現代の諸問題に光を当てる 

English Communication   I   II  III
英語コミュ二ケーション I・II・III

English Communication I・II・III

New Rays

判　型

本　文

新出語数

総語数

192 頁

535 語

6456 語

I II III

212 頁

732 語

8601 語

152 頁

742 語

12802 語

B5 変型 B5 判

著者の
メッセージ 

C I  724  CII  723  CIII721

詳細は
HP へ
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ew

 Rays本教科書では，生徒一人ひとりが確かな英語力を身につけられるよう，
日々の学びをサポートするための工夫を随所に凝らしています。
ここではその代表的なものをご紹介します。

 〈たくましさ〉を育てる
私たちの考える〈たくましさ〉とは「自己表現力」。自分で考え，判断し，行動する力です。
本教科書では，現代的な問題を受け止め，思考し，言葉にするプロセスを
重視して， 生徒一人ひとりの「自己表現力」を高めます。
　▶現代を感じ，考える力を喚起する題材テーマ → pp.6 〜 9 

　▶各課のパートごとに「発信 QUESTIONS」を設置（I・II のみ） → p.10
　▶自分の言葉で表現する Recap & Retell
　▶表現力の基礎をつくる文法・語彙のタスク

 〈しなやかさ〉を育てる
私たちの考える〈しなやかさ〉とは「対話力」。異なるものと向き合い，協働を通してさまざ
まな問題を乗り越える力です。本教科書では，異なるものとの対話を
追体験する題材や，グループ協働で行う「プロジェクト型活動」など
により，生徒一人ひとりの「対話力」を高めます。
　▶異文化理解・人権などをテーマとする題材 
　　　　　　　　　　→ p.7(Ch.1, 5, 8), p.8(Ch.5, 8), p.9(Ch.5, 10)

　▶「発信 QUESTIONS」の pair  /share  活動 → p.10 
　▶「プロジェクト型活動」などを行う Make It Yours!

 学びやすさ・教えやすさをサポート
確かな英語力を身につけられるよう，生徒にとっては学びやすく，先生方にとっては教えや
すい教科書であることにも，最大限の配慮をしています。
　▶学習の区切りがつけやすい見開き構成 → pp.10 〜 11
　▶音読練習などに活用できる「通読用英文」
　▶予習・復習をサポートする生徒用教材 → p.12 
　▶毎日の授業をサポートする指導用教材 → p.13
　▶英語による指導案も盛り込んだ使いやすい朱書本 → p.13 

３つの特長

1

2

3

3

OriHime
– A Vehicle of Your Heart

Yoshifuji Kentaro, a Japanese robot 
communicator, created a robot 
called OriHime at the age of 23 in 
order to help people suffering from 
loneliness.  What led Yoshifuji to 
develop the robot?  How can it help 
people establish bonds with others?

CHAPTER 4

50

050-057 Com1_Chapter4.indd   50 2019/12/23   17:28

CHAPTER 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart1

What is the white figure on the previous page?  Of 

course, it’s a robot.  It can talk to us.  Now take a look 

at the picture below.

This robot is called “OriHime.”  Does that ring a 

bell?  Yes, it is associated with tanabata, a Japanese 

summer festival.  The name OriHime comes from that 

story.

As a schoolboy, Yoshifuji Kentaro, the creator of the 

robot, was unable to attend school for a long time.  He 

felt lonely because he had no one to share his feelings 

with: he neither had a sense of belonging nor was he 

able to establish and maintain relationships.  This 

lonely experience drove Yoshifuji to develop OriHime, 

a gender-free robot which enables people in difficult 

situations to establish bonds with others.
G1

1. Where does the name OriHime come from?
2. What experience caused Yoshifuji to develop OriHime?
3. What does Yoshifuji want to do with OriHime?

5

10

15

Who do you think is operating OriHime in Figure 1?

ℓ.14  gender-free　性別に関係のない　　cf. -free：～がない，～が含まれていない

p.50

□ vehicle ªv];0klº

□ robot ªr/8b6tº

 communicator 
 ªkcmj\;nck"0tcRº

□ suffer ªs&fcRº

 loneliness ªl/8nlincsº

□ establish ª0st!bl0Íº

□ bond ªb^ndº

 in order to do

 suffer from ...

 

p.51

□ previous ªpr];vicsº

 

 associate（v.）
 ªcs/8Íi"0tº

 ring a bell

  be associated with ...

 

 creator ªkri'0tcRº

□ unable ª¶n'0blº

□ attend ªct'ndº

□ neither ªn];ˇcRº

□ belonging
 ªb0l%(;)©0©º

□ nor ªn5;Rº

 maintain ªme0nt'0nº

□ enable ª0n'0blº

 share A with B

 neither A nor B

Figure 1

Comprehension Check

51

050-057 Com1_Chapter4.indd   51 2020/12/03   12:02

Satoko and Nada is a manga series.  It illustrates the 
friendship between two international students in the U.S.― 
Satoko from Japan and Nada from Saudi Arabia.  Ms. Takada 
Rio interviewed Yupechika, the author of Satoko and Nada.

Satoko and Nada

SATOKO

NADA
AND

1

CHAPTER 5

68

068-077 Com1_Chapter5.indd   68 2019/12/20   13:40

CHAPTER 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart

【 bond / quality / lonely / make / extension / belonging / emotions / share / expression 】

Vocabulary Networking

To complete the Vocabulary Network, fi ll in each blank with the appropriate word 
from the list below.

□【（4）　　　　　　】 a place with others
 （場を共有する）

　 have a strong 【（5）　　　　　　】
 （堅い絆がある）

・ remote control
 （遠隔操作）

・ automatic train
 operation system
 （自動列車運転装置）
・ autonomous cars / 
 self-driving car
 （自動運転車）
・ autopilot
 （自動操縦）
・ cyborg
 （サイボーグ）

　 have a sense of 【（7）　　　　　　】
 （所属感をもつ）
　 think quietly about something
 （あることについて静かに考える）
　 do things together
 （一緒に何かをする）
　 read 【（8）　　　　　　】 on a 
 person’s face
 （顔から感情を読み取る）　　　
　 have a happy［sad］【（9）　　　　　　】 
 on one’s face
 （幸せな［悲しい］表情をする）

　 establish a bond（絆を築く）

　feel 【（6）　　　　　　】 ⇒ lonely experience
（孤独に感じる） （孤独な経験）

　 improve the 【（2）　　　　　　】
 of the robot
 （ロボットの質を高める）

　 create a robot / 
　【（1）　　　　　　】
 a robot（ロボットを造る）

・ automatic control
 （自動制御）

Robot 
（ロボット）

a feeling（感情）

□ an 【（3）　　　　　　】 of a person
 （人間の延長）

・ AI（Artifi cial Intelligence）

 （人工知能）

・ a drone（ドローン）

・ a machine that can work like 
 a person（人のように動く機械）

　　　　　　】
 person

（絆を築く）

lonely experience

 self-driving car
（自動運転車）

 operation system

・ autonomous cars / 

・ remote control

（Artifi cial Intelligence）

65

065_Com1_Chapter04_Vocabulary.indd   65 2020/12/03   18:04
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現代を感じ，考える「力」を育てるおすすめの題材

I

II

The Future Is Yours

The Power of Poetry 

Words that Can Guide You in Life

A Loving Story 

Fahrenheit 451

An Ainu Girl Named Yukie 

OriHime - A Vehicle of Your Heart 

What You Eat May Affect Your Environment 

The Story of Holly Butcher  

ニューヨーク出身のロバート・キャンベル氏がなぜ日本文学に興味をもち，その分野の第一人者になったの
かを彼の幼少期から大学までの体験記から読み取り，これからの高校生活や将来について考える。

アメリカの詩人アマンダ・ゴーマンさんが「TED Talks」で行ったスピーチの一部を読む。詩がこれまで
に与えてきた影響力と，彼女がこれからどのような詩を書いていきたいのか，というメッセージを読んで，
表現することの大切さについて考える。 

夢をあきらめずに追いかけることで，必ず「知恵の言葉」やよき指導者に出会うことができるという
WHO 医務官の進藤奈邦子氏のメッセージを読んで，将来の職業や進路について考える。 

吉藤健太朗氏がオリヒメと呼ばれるロボットを開発した理由と，
オリヒメによってどのような未来を思い描いているのかを知り，
自らも社会に貢献する態度を養う。 

肉を消費することが環境にどのような影響を与えるのかという
内容について，複数の研究者の研究結果を知ることで，食と環境
の関係について考える。 

今，生きている瞬間を大切にしてほしいというホリーさんのメッ
セージを読んで，自分や他者を大切にする態度を養う。 

アメリカに住む若いカップルのリチャードとミルドレッドに起きた事件を通して，1960 年代のアメリカ
が抱えていた問題を知り，だれにとっても平等な社会について考える。 

高校生活の最後に，1953 年にレイ・ブラッドベリが書いた SF 小説の一部を原文で読む。各 SCENE の前
にある FOCUS に注目しながら読むことで，物語をより深く理解することを目指す。

アイヌ語を残すために努力した少女の話を読んで，アイヌの文化について知る。また，言語の消滅によって
どのような影響があるかについて考える。

CHAPTER 1

CHAPTER 1

CHAPTER 1

CHAPTER 8

CHAPTER 12

CHAPTER 8

CHAPTER 4

CHAPTER 8

CHAPTER 4

III

What You Learn from This Textbook

Welcome to Costa Rica:
An Invitation to Ecotourism The Empty Pot

The World Is Not So Simple 
– A Lesson from the Worldwide 
Bestseller, Factfulness

The Bracelet

Words that Can Guide You in Life The Psychology of Everyday
Experiences

Stationery
– Changing Our Lives for the Better An Ainu Girl Named Yukie

Salt: More than Just a Seasoning The Miracle of the Abu Simbel
TemplesThe Story of Holly Butcher Physics Goes a Long Way

AUDIO-FOCUSED READING APPRECIATIVE READINGCHAPTER 6CHAPTER 5

CHAPTER 2 CHAPTER 7 CHAPTER 8

CHAPTER 4 CHAPTER 9 CHAPTER 10

CHAPTER 1

CHAPTER 3

C M Y K

②①

m001-003 Com2_mae-mikaeshi.indd   1-2 2021/01/19   14:39
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各種タスクを重視した多面的な構成となっています。各学期末にグループ協働に
よる「プロジェクト型活動」を設定し，プラス２時間を配当しました。（I・II のみ）

The Future Is Yours

The Power of Design

Plastic Is Everywhere

OriHime ― A Vehicle of Your Heart

Satoko and Nada

The Voice of Children

Human Habitation on Mars

A Loving Story

Edo, the Resilient City

A Quality Education for All

The Window

The Tale of the Three Brothers

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

アメリカ人で日本文学研究者のロバート・キャンベル氏が，自身の幼少期，日本文化との出会い，
現在に至るまでの経験，そして高校生へのメッセージを語る。

本 CHAPTER 自体が「デザイン博物館」という設定。スタッフが館内を案内しながら，デザイン
の魅力，役割，人々に与える影響力や効果などについて紹介・説明する。

プラスチックごみは，自然界の生物や環境のみならず，人間の健康にも深刻な悪影響を及ぼすこ
とを説明し，解決策を探ることで，地球環境保護の大切さを訴える。

ロボット研究者の吉藤健太朗氏が開発した人型分身コミュニケーションロボット “OriHime” に
ついて，その特徴や大切な役割について紹介する。

留学先でルームシェアする日本人とサウジアラビア人の 2 人の女子学生の成長を描いた 4 コマ漫画シ
リーズ「サトコとナダ」の著者，ユペチカ氏へのインタビュー。異文化交流，イスラム教などについて聞く。

インドのスラム街で，「子どもたちの声」と題する新聞を 12 ～ 18 歳の青少年たち自らがレポー
トし，発行している。貧困の惨状を世の中に訴えようとする彼らの奮闘を紹介する。

地球以外の太陽系天体の中で，最も人間が居住できる可能性があると考えられている火星について
学ぶ。これまでの観測や探査で発見されたことや，人間が居住する上での問題点などを紹介する。

1950 ～ 60 年代のアメリカ合衆国の人権問題について，実話に基づく映画『ラビング　愛とい
う名前のふたり』（原題 Loving，2016 年，英・米合作）のストーリーを紹介しながら考察する。

「火事と喧嘩は江戸の華」のことばに代表される江戸の庶民の回復力や力強さ，知恵を紹介する。
自然災害の絶えない現代社会を生き抜く術を江戸時代の文化から学ぶ。

学校に通うことができない子どもたちが 6,300 万人もいる現代の世界。教育と貧困の問題は深くかかわっ
ていると指摘する永遠瑠（トワリ）マリールイズ氏へのインタビューを通して，問題の打開策を模索する。

病院の一室でベッドを並べて横たわる2人の入院患者。窓際の患者が，起き上がれずにいるもう1人の患者に窓の外の風景を説明する。

旅の途中で死神に出会った 3 人の兄弟。3 人すべてを殺してしまおうとする死神の罠に落ちなかったのはだれなのか。

Making a Speech  過去の出来事が自分にどんな影響を与えたかを発表する。

Reaching a Consensus 　身の回りのデザインのうち，どれが最も機能的かを考え，発表する。

Making a Poster 　プラスチック汚染問題解決の方法を考え，ポスターにまとめる。

Making a Presentation 　オリヒメの他の活用法を考え，ポスターにまとめて発表する。

Doing a Translation 　マンガの日本語のセリフを英訳し，共有する

Making a News Report  ある状況を描写し，記者ふうにレポートする。

Taking a Position  宇宙に関する情報を読み，宇宙に行きたいかどうかの立場を決める。

Acting Out Different Roles  本文の好きな場面を選び，会話を作ってグループで演じる。

Making a Schedule  留学生に自分たちの町を案内するプランを考え，旅程表を作る。

Making a Poster Presentation  SDGs について調べてポスターを作成し，発表する。

文法　❶時制　❷基本的
な文構造

文 法　 ❶接続詞　❷ V＋
O＋do［形容詞］

文法　❶現在完了形，現
在完了進行形　❷受動態

文 法　 ❶関係代名詞［制
限用法］  ❷過去完了形，過
去完了進行形

文法　❶ to 不定詞　
❷動名詞

文法　❶分詞の形容詞的
用法　❷分詞構文

文法　❶助動詞　❷関係
代名詞［非制限用法］

文法　❶関係副詞　
❷関係代名詞 what

文法　❶仮定法過去，仮
定法過去完了　❷ as if ＋
仮定法

文 法　 ❶ 動 詞 ＋ 名 詞 ＋
that 節［wh- 節 /if 節］
❷強調構文

興味・関心

デザイン

水質汚染

ロボット

文化

メディア

宇宙

法律・裁判

災害

教育

７

７

７

７

７

７

７

３

３

７＋ 2

７＋ 2

７＋ 2

配当時間教 材 内 容

１
学
期 

２
学
期 

３
学
期 

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

READING
PASSAGE

READING
PASSAGE

1

1

2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

I

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

82計

教材内容・配当時間 New Rays
English Communication I・II・III
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Words that Can Guide You in Life	

Stationery — Changing Our Lives for the Better

Salt: More than Just a Seasoning　

The Story of Holly Butcher	

Welcome to Costa Rica: An Invitation to Ecotourism　	

"The World Is Not So Simple — A Lesson from the Worldwide Bestseller, Factfulness"

The Psychology of Everyday Experiences

An Ainu Girl Named Yukie　

The Miracle of the Abu Simbel Temples	

Physics Goes a Long Way　

The Empty Pot

The Bracelet

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

WHO 医務官の進藤奈邦子氏がなぜ医師を目指したのか，さらに，なぜ危険な現場で目に見え
ない病原菌と闘い続けるのかを語る。

私たちにとって身近な文房具の開発や進化の歴史を読み，文房具の未来について考える。

塩は人間を含む生物にとって生命維持に欠かせないものである。生物と塩の関係について，生物
の進化をさかのぼって考える。

27 歳の若さで亡くなったホリーさんの最後のメッセージを読み，私たちの日常の出来事がいか
に価値ある，かけがえのないものかを実感する

エコツーリズムの定義を読み，発祥の地であるコスタリカでどのような活動が行われているかを
知る。

Factfulness を紹介した文章を読み，どのようなデータを使って，どのように相手に伝えるこ
とが物事や世界情勢の正しい理解につながるかについて考える。

日常のさまざまな例を通して，私たちの行動や心理の多くには社会心理学の理論に基づいた理
由が存在することを知る。

滅びつつあったアイヌ語を守るために奮闘したアイヌの少女知里幸恵さんを通して，アイヌの
伝統・文化・言語の豊かさを知る。

1960 年代に水没の危機にあったアブ・シンベル神殿を救うために各国が協力し，奇跡のプロ
ジェクトが行われたことを知る。

ミチオ・カク氏が，なぜ物理学に興味を持ったのか，物理学にはどのような可能性があるかなど
を語る。

皇帝からもらった花の種をめぐる物語を読む。

ある生徒と先生の心温まる交流を描いた物語を読む。

Interviewing　著者への質問をペアまたはグループで作り，ベスト５を選ぶ。

Show and Tell 　紹介したい文房具についてリサーチを行い，発表する。

Making a Speech 　塩のすごさを伝える原稿を作り，スピーチをする。

Letter Writing  天国にいる Holly さんへ手紙を書いて，その内容について話し合う。

Debate-in-Discussion　エコツーリズムに関するディベート・イン・ディスカッションを行う。

Note-taking  講義を聞いて，要点をノートにまとめる。

Doing a Skit  社会心理学の理論についてのスキットを作成し，演じる。

Making a Translation  ペアまたはグループで物語を英訳し，朗読する。

Reaching a Consensus  日本の世界遺産ベスト５を選び，その理由を発表する。	

Writing a Presentation　プレゼンテーションのための原稿を作成する。	

文 法　 ❶ 未 来 を 展 望 し
て語る構文ネットワーク　
❷使役の構文

文法　❶現在を語る構文
ネットワーク　❷完了形の
受動態

文 法　 ❶ 判 断 を 表 す 形
容詞構文のネットワーク　
❷形式目的語構文

文法　❶頻度を表す構文
ネットワーク ❷複合関係
詞	

文法　❶否定構文のネッ
トワーク　❷冠詞の用法

文 法　 ❶ 過 去 を 回 想 し
て語る構文ネットワーク　
❷付帯状況（with の用法）

文 法　 ❶ 話 し 手 の 態 度
を示す構文ネットワーク　
❷助動詞＋完了形

文法　❶比較構文のネッ
トワーク　❷無生物主語
構文

文 法　 ❶ 名詞節の構文
ネットワーク　❷「動詞
＋名詞＋過去分詞」の構文

文法　❶仮定の構文ネッ
トワーク　❷倒置

病気・医学	

文房具

栄養・味付け

人生・死

観光・環境	

事実・分断

心理学

人権・平等

時代・出来事

物理

9

9

9

9

9

9

9

３

３

配当時間教 材 内 容

１
学
期 

２
学
期 

３
学
期 

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

AUDIO-
FOCUSED
READING

APPRICIATIVE
READING

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

II

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

学 期 末 の
プロジェクト型活動 

102計

９＋ 2

９＋ 2

９＋ 2

教材内容・配当時間



9

N
ew

 Rays

The Power of Poetry ― Words That Give Us the Power to Change the World

What Makes a Good Life? ― Lessons from the Longest Study on Happiness 

Mindset ― Changing the Way You Think to Fulfill Your Potential

The Gut-Brain Connection

Wa “Holy Harmony” 

The Scientific Method ― Seeking the Truth 

How Associative Memory Works: the Marvels of Priming 

What You Eat May Affect Your Environment 

Mass Extinction: Why Are They Gone? 

The Soul of Meiji

A Forest on Caffeine? ― How Coffee Can Help Forests Grow Faster 

Fahrenheit 451 

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

活動

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

語彙

アマンダ・ゴーマンさんがなぜ詩を書くのか，詩を通して何を表現しているのかを語るスピーチを読む。 

「よい人生とはどういう人生か」という普遍的テーマについての研究結果を紹介するスピーチを読む。 

私たちの体内の意外な結びつきについて，科学的な観点から説いた文章を聞いたり読んだりして理解する。

外国人の視点から日本文化について考察した２つの文章を読む。 

科学的な研究方法の基盤となったガリレオの考え方の意義についての論述などを読む。 

実験結果を紹介した文章を読み，プライミング効果とは何かを理解する。 

食文化と地球環境の関係についての研究結果を聞いたり読んだりして理解する。

絶滅危惧種の問題を取り上げた記事を読み，生物が絶滅するとはどういうことかを考える。 

明治時代の日本に滞在したモースの日記を読み，明治初頭の日本がモースにどう映ったかを知る。

コーヒーが森林再生のカギとなるかもしれないというプロジェクトについて読み，その仕組みを理解する。 

1953 年に書かれた SF 小説を読み，物語の世界観を味わう。 

出来事をどう意味づけするかによって生き方が変わるというメッセージを読む。

Presentation これまでに出会った大切な言葉についてパラグラフを書き，発表する。 

Presentation 人生で大切なものについてパラグラフを書き，発表する。 

Debate-in-Discussion 考え方についてのディベート・イン・ディスカッションを行う。

Presentation 腸のすごさについてのパラグラフを書き，発表する。

Discussion ２つの文章を比較し，共通する点について話し合う。

Presentation 科学者についての伝記を書き，発表する。 

Presentation プライミング効果についての実験を行い，その結果を発表する。

Speech 本文に出てきた新事実に関するスピーチ原稿を書き，発表する。

Discussion 絶滅を防ぐために何ができるかについて話し合い，グループの意見をまとめる。

Presentation 日本固有のものを外国人に説明するパラグラフを書き，発表する。

Writing a Manuscript 環境保護のためのスローガンとそれを選んだ理由を書き，発表する。

プレゼンの流れ

感情

ものの見方

臓器

言語

学問

記憶 

食

絶滅 

理解

生態系 

7

7

7

8

8

8

8

9

9

10

9

10

配当時間教 材 内 容

１
学
期 

２
学
期 

３
学
期 

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

CHAPTER

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

III

100計
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OriHime
– A Vehicle of Your Heart

Yoshifuji Kentaro, a Japanese robot 
communicator, created a robot 
called OriHime at the age of 23 in 
order to help people suffering from 
loneliness.  What led Yoshifuji to 
develop the robot?  How can it help 
people establish bonds with others?

CHAPTER 4

50
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CHAPTER 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart1

What is the white figure on the previous page?  Of 

course, it’s a robot.  It can talk to us.  Now take a look 

at the picture below.

This robot is called “OriHime.”  Does that ring a 

bell?  Yes, it is associated with tanabata, a Japanese 

summer festival.  The name OriHime comes from that 

story.

As a schoolboy, Yoshifuji Kentaro, the creator of the 

robot, was unable to attend school for a long time.  He 

felt lonely because he had no one to share his feelings 

with: he neither had a sense of belonging nor was he 

able to establish and maintain relationships.  This 

lonely experience drove Yoshifuji to develop OriHime, 

a gender-free robot which enables people in difficult 

situations to establish bonds with others.
G1

1. Where does the name OriHime come from?
2. What experience caused Yoshifuji to develop OriHime?
3. What does Yoshifuji want to do with OriHime?

5

10

15

Who do you think is operating OriHime in Figure 1?

ℓ.14  gender-free　性別に関係のない　　cf. -free：～がない，～が含まれていない

p.50

□ vehicle ªv];0klº

□ robot ªr/8b6tº

 communicator 
 ªkcmj\;nck"0tcRº

□ suffer ªs&fcRº

 loneliness ªl/8nlincsº

□ establish ª0st!bl0Íº

□ bond ªb^ndº

 in order to do

 suffer from ...

 

p.51

□ previous ªpr];vicsº

 

 associate（v.）
 ªcs/8Íi"0tº

 ring a bell

  be associated with ...

 

 creator ªkri'0tcRº

□ unable ª¶n'0blº

□ attend ªct'ndº

□ neither ªn];ˇcRº

□ belonging
 ªb0l%(;)©0©º

□ nor ªn5;Rº

 maintain ªme0nt'0nº

□ enable ª0n'0blº

 share A with B

 neither A nor B

Figure 1

Comprehension Check

51

050-057 Com1_Chapter4.indd   51 2020/12/03   12:02

本課の構成 

導入イメージ
本文の内容に関連するイメージを
印象的なデザインで提示。生徒の
興味を引き出します。

導入文
本文内容への関心を高め
たり，予備知識を問うた
りして，スムーズな導入
を図ります。問答やディ
スカッションなどの活動
にも使えます。

発信 QUESTIONS
●各パートに設置。単なる 内容理解の確認

ではなく， 本 文 の 内 容 に 関 す る 自 分 の
意 見 や 考 え を 問 い ま す。 1 人で考える
think 　， 2 人で話す pair 　，複数で話
す share　 の活動から選べます。

●発信に使える表現を，巻末の Expressions 
for Communication にまとめました。

イメージ
豊富な写真・イラストで
理解をサポートします。

新語・イディオム
●重要語にチェックボックスを設け，

太字にしました。
●イディオムの例文は巻末の Idiom 

Sentences に掲載しました。

QR コード 
新 語 と 本 文 の 音 声 ( 約
130WPM) が聞けます。 
* 通読用英文では速読音
　声が聞けます。

内容理解問題
各パートに設置。2 〜 3
問の質問で内容理解を確
認できます。

1. 導入
効果的なイメージと導入
文で，内容への興味をも
たせ本文に誘導します。

2. 本文 (Part 1 〜 4) 
パートごとに語注・質問を
配置しました。テンポよく
学習を進めることができます。

II
I
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図版 
本文に関連する写真または
イラストを掲載しました。 

質問文または導入文  
本文の内容に関する
質問に答えることで，
本文の内容を推測し
ます。 

新出語句など 
本文のあとに新出単
語，イディオム，語句
解説をまとめました。 

本文 
本文理解の助けとなる写真やイラスト
は掲載していません。入試問題に近い
形式で英文を読むことが可能です。 

QR コード 
新語と本文の音声 ( 通
常と速読の２種類 ) を
聞くことができます。

1. 導入
効果的な写真と質問で，
内容への興味をもたせ
ます。

2. 本文
本文をパート分けせず，
一気に英文を読むスタイ
ルです。

III

New Rays
English Communication I・II・III

　どう生きるか？これは，私たち一人一人にとって大切な問いです。何を大
切にするかは人それぞれでしょう。CHAPTER 1では，アマンダ・ゴーマンさ
んが彼女にとって詩とは何か，詩を通して何を表現しているかを語りかけて
きます。The Hill We Climbに込めた意味を読み取りましょう。
　CHAPTER 2では，「よい人生とはどういう人生か」という普遍的テーマに
ついて研究者として取り組んだ結果を紹介しています。どういう研究をして，
何がわかったかを読み取りましょう。
　CHAPTER 3になると，何事であれ，人々がそれをどう意味づけするかに
よって結果は変わるというメッセージが示されています。具体的事例を通し
て，そのことの意味を感じ取りましょう。
　CHAPTER 4では，私たちの体内の意外な結びつき，すなわち「腸」と「脳」
の結びつきについて，科学的な観点から説いています。どうして腸が脳に影
響を与えるのかについてのロジックを読み取りましょう。

A Way of Life
UNIT 1

8

008 英コミIII_扉.indd   8008 英コミIII_扉.indd   8 2021/12/20   11:162021/12/20   11:16

1． Have you ever been moved by reading poetry?  Explain briefly.
2． What role does poetry play in our society?  Give your opinion.

BEFORE YOU READ

CHAPTER

1

The Power of 
Poetry

– Words That Give Us the Power 
to Change the World 
by Amanda Gorman

9
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I have two questions for you.  One — whose shoulders do you stand on?  And two 

— what do you stand for?  I answer them with these words: I am the daughter of 

Black writers who were descended from freedom fighters who broke their chains and 

changed the world.  They call me.

Most of my life, I was terrified of speaking up because I had a speech impediment, 

which made it difficult to pronounce certain sounds.  And I felt like I was fine writing 

on the page.  But once I got on stage, I was worried my words might jumble and 

stumble.  What was the point in trying not to mumble these thoughts in my head if 

everything’s already been said before?

Poetry is interesting because not everyone is going to become a great poet, but 

anyone can be, and anyone can enjoy poetry.  And it’s this openness, this accessibility 

of poetry that makes it the language of people.  Poetry has never been the language of 

barriers; it’s always been the language of bridges.  And it’s this connection-making 

that makes poetry powerful, but also makes it political.

One thing that irritates me is when I get a phone call asking me to write a poem 

and the person on the phone says “Don’t make it political,” which to me sounds like I 

have to draw a square, but not make it a rectangle, or build a car and not make it a 

vehicle.  It doesn’t make much sense because all art is political.  The decision to create, 

the artistic choice to have a voice, the choice to be heard is the most political act of all.

Poets have this phenomenal potential to connect the beliefs of the private 

individual with the public, the population, the political movement.  I really want you 

to try to hear the ways in which poetry is actually at the center of most political 

questions about what it means to be a democracy.  Maybe later you’re going to be at a 

protest, and someone’s going to have a poster that says, “They buried us, but they 

didn’t know we were seeds.”  That’s poetry.  You might be in your U.S. History class, 

and your teacher may play a video of Martin Luther King Jr.* saying: “We will be able 

to hew out of* this mountain of despair a stone of hope.”  That’s poetry.

So you see, when someone asks me to write a poem that’s not political, what 

they’re really asking me is to not ask charged and challenging questions in my poetic 

1
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CHAPTER 1 The Power of Poetry – Words That Give Us the Power to Change the World
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work.  That does not work, because poetry is always at the pulse of the most dangerous 

and most daring questions that a nation or a world might face.  What path do we 

stand on as a people, and what future as a people do we stand for?

Poetry is not really about having the right answers.  It’s about asking the right 

questions about what it means to be a writer doing the right thing.  And my reaction 

is to pay honor to those people who used their pens to roll over boulders so I might 

have a mountain of hope on which to stand so that I might understand the power of 

telling stories that matter, no matter what.  So that I might realize that if I choose not 

out of fear, but out of courage to speak, then there’s something unique that my words 

can become.

It might feel like every story has been told before, but the truth is no one’s ever 

told my story in the way I would tell it as the daughter of Black writers who are 

descended from freedom fighters who broke their chains and changed the world.  And 

one day, I’ll write a story right by writing it into tomorrow on this earth more than 

worth standing for.  Thank you. （643 words）

7

8

New Words and Phrases

1  descend ªd0s'ndº     2  terrify ªt'rcf{0º     impediment ª0mp'dcmcntº     jumble ªdß&mblº     stumble ªst&mblº     

mumble ªm&mblº     3  accessibility ª1ks"scb]lctiº     barrier ªb!ricRº     4  irritate ª]rct"0tº     rectangle ªr'kt¡©glº     

artistic ª6;Rt]st0kº     5  phenomenal ªf0n^mcnlº     democracy ªd0m^krcsiº     protest（n.） ªpr/8testº     hew ªhj\;º     

6  poetic ªpo8't0kº     pulse ªp&lsº     daring ªd'(c)r0©º     7  boulder ªb/8ldcRº

 
1  on one’s shoulders     stand for ...     7  roll over  ...

 
Amanda Gorman ［cm!ndc g%;Rmcn］　アマンダ・ゴーマン（アメリカの詩人）　　
Martin Luther King Jr. ［m^;Rtn l\;†cR k]© dß\;njcR］　マーティン・ルーサー・キング・ジュニア（アメリカの牧師，黒人公民権
運動の指導者）　　hew ～ out of ...　…を切り開いて～を作る

11
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WORKBOOK Standard I／II
（本冊各 72 頁，解答・解説書各 72 頁）

Listening WORKBOOK I／II
（本冊各 72 頁，解答・解説書各 48 頁）

WORKBOOK III（本冊 96 頁，解答・解説書 88 頁）

WORKBOOK Advanced I／II
（本冊 I :116/II:112 頁，解答・解説書各 104 頁，英文分析シート I :10/II:20 枚〈バラ〉）

学習ノート I／II
（本冊 I :96/II:104 頁，解答・解説書 I :48/II:44 頁）

・教科書の文法・語彙・慣用表現を身につけるためのワークブック
・教科書の文法事項の解説＋練習問題頁もあります。

・教科書本文を使って音声を確認し，声に出して身につけるワーク
ブック

・QR コードから音声が聞けます。音声再生アプリ「いいずな
ボイス」対応

・教科書の予習・復習に使えるワークブック
・総合問題で本格的な入試形式問題に挑戦できます。

・教科書の本文を使った読解問題＋文法・語彙・慣用表現問題
を収録

・各課末には総合問題を収録しました。

・教科書本文の難しい文構造などの解説とサマリー問題を収録
・左頁は行間に板書を書き写すなどして，ノート代わりに使えます。
・QR コードから音声が聞けます。音声再生アプリ「いいずな

ボイス」対応

生徒用音声 CD I／II／III（各２枚組）

・生徒が予習・復習に使用できる CD

♪

生徒用教材
I/II/III準拠

充実のラインアップで毎日の授業を  サポートNew Rays
生徒用教材・指導資料



13

N
ew

 Rays

指導資料セット I/II/III

Part 1 　解説

●英文の注目点（パート全体を通して）
注目すべき表現
🅐🅐 空間描写，空間把握，前置詞・副詞：in / on / to / through / outside
🅑🅑 比喩表現：was like the hatch of a submarine
◉読みのポイント　
第１パラグラフは，幼少期の多文化体験。ニューヨークのアパートで，多様な文化的背景を有する隣人た
ちとの生活環境が語られる。前置詞 in, on, toなどの空間的な意味合いを，しっかりとイメージさせたい。
第２パラグラフは，アパートの非常口はさながら潜水艦のハッチのようで，外に出ると想像の世界にひた
れたというくだり。前置詞の through, on, in, 副詞のoutside等が示す方向や位置の意味合いをしっかり把
握させたい。非常階段にいる少年時代のキャンベル氏の状況をイラストで描くタスクを取り入れてもよいだ
ろう。また，be like the hatch of a submarineは比喩表現として用いられており，その解釈を生徒に考えさ
せたい。

①I was born 🅐🅐in New York City and grew up in an 

apartment building there.  ②My family, with Irish roots, 

lived on the top floor.  ③People of German, Italian, and 

Puerto Rican backgrounds lived on different floors. 

④When I climbed the stairs to our apartment, I often ran 

into people on the other floors. ⑤They said “Hi!” to me 

and sometimes offered me tea and sweets. ⑥I liked my 

neighbors and had nice chats with them. ⑦I gradually 

got interested in foreign cultures.

⑧Each apartment had an emergency exit. ⑨When I 

felt sad, I went through it and sat on the emergency 

stairs for a while.  ⑩For me, the exit 🅑🅑was like the hatch of 

a submarine.   ⑪Outside, I often felt like I was in another 

world, a world of imagination.  (131 words)

①私はニューヨーク市で生まれ，
そこのアパートで育ちました。 
②私たち家族は，アイルランド系
で，最上階に住んでいました。③ド
イツ，イタリア，プエルトリコの
生い立ちを持った人たちが別の階
に住んでいました。④私たち家族の
居住部分への階段を上がっていく
ときに，私はよくほかの階で人に
出くわすことがありました。⑤彼ら
は「やあ！」と私に声をかけ，時々
私にお茶やお菓子を出してくれま
した。⑥私は隣人たちが好きで，彼
らとすてきなおしゃべりをしまし
た。⑦私はだんだん外国の文化に興
味を抱くようになりました。
⑧アパートの各世帯の居住部分に
非常口がありました。⑨私は悲しく
なると，そこを通り抜け，しばら
くの間，非常階段に腰掛けました。
⑩私にとって，その出口は潜水艦の
ハッチのようでした。⑪外では，私
はよく別世界，つまり，想像の世
界にいるかのように感じました。

●第１パラグラフ
第①文　 I was born in New York City and grew 

up in an apartment building there.

背景情報  →p.20  1. apartment
英文解説  2つの動詞（句）：was bornとgrew upの並

列。それぞれの動詞（句）に続く副詞情報（“in＋名詞”
の前置詞句）
事前に生徒にandが何と何を並列でつないでい
るのかを尋ねてから以下を板書し，解説する。

 was born  [in New York City] 

I  and 

 grew up  [in an apartment building there.]

第②文　 My family, with Irish roots, lived on 

the top floor.

英文解説  主語（My family）と動詞（lived）の間に挿
入句がある場合

	 主語 動詞
My family, [with Irish roots],  lived on the top 

floor.

My family（S）＋ lived（V）が「主語＋動詞」であ
ること。挿入句をいったん飛ばして，前後をつなぐ
と骨格が見えやすいこと，挿入された部分は補足情
報として捉えればよいこと，などを教えればよい。
このwith Irish rootsは，My familyに対する後置
修飾（形容詞句）とみなせる。しかし，非制限用法の
関係詞節の場合と同様，「アイルランド系で」という
のは，「私の家族」が複数あってその中で「アイルラ
ンド系の私の家族」という具合に（制限用法的に）修
飾しているわけではない。つまり，非制限的な補足
情報に過ぎないので，前後をカンマで区切っている
のである。
例 People with Irish roots lived there.

（アイルランド系の人々がそこに住んでいた）
［さまざまな人々の中で「アイルランド系」と限
定する（制限用法的な）修飾語］

第③文　 People of German, Italian, and 

Puerto Rican backgrounds lived on 

different floors.

英文解説  主語に長い後置修飾（前置詞句）が続く形

People [of German, Italian, and Puerto Rican 

主語	 後置修飾

backgrounds] lived on different floors.

	 動詞

“of ～ ”の後置修飾の部分のA, B, and Cの並列

 German,

People of
 Italian,  

backgrounds.
 and

 Puerto Rican

German, Italian, Puerto Ricanの3つがすべて
backgroundsにかかっている。backgroundsと複
数形になっている点に注意。

第④文　 When I climbed the stairs to our 

apartment, I often ran into people 

on the other floors.

英文解説  When節＋主節／前置詞to, into, onの用
法・解釈

When I climbed the stairs [to our apartment],

アパートの部屋へと続く階段

I often ran into people [on the other floors].

　　　　　　　　　　他の階で出くわした		

run into
run intoは「偶然出会う」という意味で，come 

acrossもほぼ同様に使える。happen to meet（た
またま会う）, meet～ by chance（偶然会う）など
も類似の意味になる。

run intoは相手のふところの中に突っ込んでい
くようなイメージ（車が壁に突っ込むなどの状況で
も使われる）。

run into    イラスト　後送

5

10

Part 1

●本文 ●日本語訳

1716

CHAPTER 1 Part1 ● 教科書 p.9

英語コミュニケーション指導書_販売見本_本冊_FM_Century School Book.indd   16-17 2020/12/01   14:22

指導書本冊
・指導の際の指針，授業の展開案，用法の解説など，
  教科書を使いこなすための情報が満載です。
・解説中に板書例，コアイメージ，コーパス情報
  などを取り入れました。

各パートに注意す
べき表現と読みの
ポイントを提示

1 ※単体（PDF）での販売もあります。

※単体での販売もあります。Teacher’s Book（朱書本）
・教科書の紙面に解答，スクリプト，音声 CDトラック，語句や文法の解説などの情報を掲載しました。
  挟み込み頁で各パートの英語の指導案を提示しました。
・DVD-ROM の指導用パワーポイントデータと連動しています。

2

 題材資料集
・題材の背景知識など，各課の内容をより深く理解することができる情報を日本語で解説しています。
・コピーし配付してお使いいただけます。

3

I : 表現集 ／II : DVD-ROM データサンプル集

指導用データ DVD-ROM
・プリント作成などに使っていただけるさまざまなデータを収録
・PC を使った授業で使っていただける「指導用パワーポイント」を収録　（→ p.39）

・表現集：英語で発表，やりとりを行うために必要な表現をまとめました。
・DVD-ROM データサンプル集：収録データの紙面見本と特長を紹介しています。

［収録内容］
①教科書テキスト
②解答例・音声スクリプト・日本語訳
③フレーズリーディング用データ
④サマリーデータ
⑤単語・イディオムリスト
⑥内容理解補充問題

⑦配布プリントデータ	
⑧ディクテーションシート
⑨ Extra Reading
⑩ Make It Yours! 活動シート
⑪文法補充問題
⑫ Vocabulary Networking シート

⑬教科書写真・イラストデータ
⑭定期テスト問題例
⑮観点別評価規準例など
⑯指導用パワーポイント
⑰文法解説パワーポイント
⑱指導書別冊 PDF

4

5

DATA

指導者用音声 CD I／II（各 12 枚組）／III（10 枚組）

・新語・本文（通常，ハイスピード，リピートポーズ付き）・リスニング問題音声などを収録

♪

板書例を多数掲載

充実のラインアップで毎日の授業を  サポート New Rays
English Communication I・II・III

※ IIIは❶❷❺のセットになります。
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論理・表現Ⅰ・ⅠⅠ教科書比較 目標と学力  に応じた選択が可能な 33 レベル

be Smart

be Clear

Harmony

文法の定着を図り表現力を養う

文法を軸に確かな表現力を養う

楽しく英語を使いながら文法力を身につける

26

NTERACTIONS Talking about holidays and vacations
A 過去の状態や出来事を表す 過去形

1  My father looked tired after the long drive.
2  I went to see a movie last Sunday.

-GUIDE

1過去の状態を表すときは，動詞の過去形を使う。
2過去にしたことや過去の出来事を表すときも，動詞の過去形を使う。

CHECK 会話を聞いて空所を埋めよう。
1. A: My brother and I  futsal last Saturday.

 B: ?  

 A: Futsal. It’s like football, but it’s played on a smaller field. 

 B: Oh, I see. That sounds like fun!

2. A:  last weekend?

 B: Last weekend? I did some volunteer work at a nursing home.

 A: That’s nice. How  about the volunteer work?

 B: One of my friends  about it. 

-GUIDE

相手の発言を聞き取れなかったときはすぐに聞き直そう。
I like British rock bands. ← You like what?

I cut my finger when I was cooking. ← You cut what?

・Pardon?　・I beg your pardon?　・Excuse me?　・Could you say that again?

・You did what?　・You went where?　・What did you say?　・What’s that?　・Did you say ...?

TASK 対�週末か春休みにしたことについて会話をしてみよう。

B している最中だったことを表す 過去進行形

3  I was taking a nap around 2:00 p.m. yesterday.
4  My mother was wearing sunglasses on the beach.

-GUIDE

3過去の時点でしている最中だったことを表すときは，過去進行形（was/were＋動詞の ing形）を使う。
4過去の時点での一時的な状態や，変化している途中だったことを表すときも，過去進行形を使う。

TASK 対�イラスト中の高校生やあなたが昨日していたことについて会話をしてみよう。イラストから想
像できることも加えてみよう。

OCABULARY

・go shopping
・go cycling 
・go bowling
・go to an exhibition 

・go to a movie 
・go to karaoke
・hang out with friends
・have a barbecue 

・have a party 
・play catch 
・play futsal 
・play with one’s pet 

・practice the piano 
・take a walk
・take a nap 
・chat with a friend 

22

NTERACTIONS 自分のことや身近な人のことを話す
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

1  I like cats very much.
2  My uncle has two cars.

-GUIDE

1「～が好きだ」「～だと思う」のように現在の心理的な状態を表すときは，動詞の現在形を使う。
2「～を持っている」「～に住んでいる」のように現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK イラストに合うように，与えられた動詞を使って英文を完成させよう（否定文にする場合もある）。

［  resemble / like / 
live / believe /  
have / wear ］

　I have a little brother and two sisters. My brother still (　　　) in ghosts, so he 

(　　　) haunted houses. My sisters are twins and really (　　　) each other. They 

sometimes (　　　) the same clothes. My grandfather (　　　) in Okinawa. He 

(　　　) a dog and takes it for a walk every morning.

TASK 話上のCHECKを参考にして，自分の家族を紹介しよう。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

3  I usually get to school at 8:30.
4  My mother teaches biology at a high school.

-GUIDE

3繰り返しすることや習慣になっていることを表すときは，動詞の現在形を使う。usuallyのような副詞を
使うと頻度を表すことができる（always > usually > often > sometimes > rarely > never）。
4職業や習性，話す言語などを表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK 父親のことについて書いた高校生の文章を完成させよう。
　My father (　　　) for a car company. He likes cars, but he rarely (　　　). He gets 

up very early in the morning and (　　　) home at seven. He (　　　) the bus and 

the train to work. He usually (　　　) home before dinner. He works very hard.

⇒ CTIVE LEARNINGの WRITE の活動（p.24）で， Bの表現を活用しよう。

OCABULARY

・be good at（～が得意である）
・resemble（～に似ている）
・be a graduate of（～の卒業生である） 
・come from（～出身である） 

・walk to school（徒歩通学する）
・work for （～で働く）
・get up at （～時に起きる）
・brush one’s teeth（歯を磨く）

・get dressed（着替える）
・have［eat］ breakfast（朝食をとる）
・leave for school（学校に出かける）
・get to school（学校に着く）

例文は英文のみ

例文と日本語訳を巻末に掲載

例文の右に日本語訳を掲載

◀︎ I 教科書 pp.26-27

◀ I 教科書 pp.22-23

◀ I 教科書 pp.20-21

例文・日本語訳NTERACTIONS

LESSON 1

1I like cats very much. 私は猫がとても好きです。

2My uncle has two cars. 私の叔父は自動車を 2 台持っています。

3I usually get to school at 8:30. 私はふだん 8 時30分に学校に着きます。

4My mother teaches biology at a high school. 私の母は高校で生物を教えています。

5I’m writing an essay for my English class. 私は英語の授業のために作文を書いています。

6I think my cat is getting fat. うちの猫は太ってきていると思います。

7My grandmother is visiting us tomorrow. 私の祖母が明日私たちを訪ねてきます。

LESSON 2

1My father looked tired after the long drive. 私の父は長時間運転して疲れたように見えました。

2I went to see a movie last Sunday. 私は先週の日曜日に映画を観に行きました。

3I was taking a nap around 2:00 p.m. yesterday. 私は昨日の 2 時ごろ昼寝をしていました。

4My mother was wearing sunglasses on the beach. 私の母はビーチでサングラスをかけていました。

5The sun was setting when we arrived at the beach. 私たちがビーチに着いたとき，夕日が沈もうとしていまし
た。

6�I used to spend my summer vacation with my 
cousins.

私は夏休みによくいとこたちと過ごしていました。

7There used to be a park next to my cousins’ house. 私のいとこの家の隣には以前公園がありました。

LESSON 3

1I’ll do my homework after dinner. 私は夕食後に宿題をします。

2The coach will be back in ten minutes. コーチは10分後に戻ってくるでしょう。

3I’m going to join the badminton club. 私はバドミントン部に入ります。

4I’ll be studying for the exam at this time tomorrow. 明日の今頃，私は試験勉強をしているでしょう。

5We’ll be staying here for a couple of weeks. 私たちはここに 2，3週間滞在することになるでしょう。

6�We’ll start the meeting when our teacher comes 
back.

先生が戻ってきたらミーティングを始めます。

7�If it rains tomorrow, we’ll hold the ceremony in the 
gym.

明日雨なら，式典は体育館で行います。

LESSON 4

1I've already booked a train ticket to Kyoto. 私はすでに京都行きの列車の切符を予約しました。

2�My mother has just returned from her business 
trip.

私の母は出張から戻ってきたばかりです。

3I’ve visited the British Museum once before. 私は以前大英博物館を一度訪れたことがあります。

4Have you ever been to a foreign country? あなたは今までに外国に行ったことがありますか。
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・問題は項目直下に配置
・活動問題 TASK 多め
・4 ～ 7 問
・「やり取り」「発表」「書く」
  をマークで表示
・語句ヒント少なめ

・問題は項目直下に配置
・ ペアワークを含む基礎的
　な設問
・3 ～ 4 問
・語句ヒント・解答例多め

・問題は項目直下に配置
・文法問題 CHECK 多め
・4 ～６問
・「やり取り」「発表」「書く」
  をマークで表示
・語句ヒント多め
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LESSO
N

 2

・stay（at） home 
・watch a TV drama
・read（comic） books 
・relax

・enjoy oneself 
・have fun
・have a great time 
・be crowded

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  過去の状態や出来事を表すことができる。
□ B   している最中だったことを表すことができる。
□ C   いつのことなのかを接続詞を使って表すことができる。
□ D  昔よくしていたこと・今とは違う過去の状態が表せる。

例�A: What were you doing around 10:00 last night?

 B:  I was sleeping at that time. Yesterday, I went to the beach with my family, and 

came back around 8:00 p.m. After taking a bath, I went straight to bed.

1 2 3 48:00 a.m. 3:00 p.m. 7:00 p.m. 10:00 p.m.

You? 

C いつのことなのかを接続詞を使って表す 過去形・過去進行形

5  The sun was setting when we arrived at the beach.
6  My sister broke her leg while she was skateboarding.

-GUIDE

5接続詞whenのあとに過去形を使って，何をしたときなのかを示すことができる。
6whenやwhileのあとに過去進行形を使って，何をしていたときなのかを示すことができる。

TASK 書空所を埋めて，高校生が昨日のことを書いた英文を完成させよう。
 I had a busy day yesterday. I 

(1)
 my alarm for six the night before, but it 

didn’t go off. So, when my mom 
(2)

 into my room at seven, I 
(3)

. 

I got ready quickly and 
(4)

 home at quarter past seven. Everyone on my 

basketball team was warming up when I 
(5)

 at the gym. We had four games, 

so I was really tired when I got home. I 
(6)

 asleep on the sofa while I 

(7)
TV, and my dad 

(8)
 me up.

D 昔よくしていたこと・今とは違う過去の状態を表す used to

7  I used to spend my summer vacation with my cousins.
8  There used to be a park next to my cousins’ house.

-GUIDE

7今はもうしていないが，昔よくしていたことを表すときは，used toを使う（used to＋動詞の原形）。
8今とは違う以前の状態を表すときも，used toを使う。

TASK 話小学生か中学生のころのことについて，used toを使って話してみよう。
例 I used to play baseball on weekends, but now I play soccer.
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NTERACTIONS 自分のことや身近な人のことを話す
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

1  I like cats very much.
2  My uncle has two cars.

-GUIDE

1「～が好きだ」「～だと思う」のように現在の心理的な状態を表すときは，動詞の現在形を使う。
2「～を持っている」「～に住んでいる」のように現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK イラストに合うように，与えられた動詞を使って英文を完成させよう（否定文にする場合もある）。

［  resemble / like / 
live / believe /  
have / wear ］

　I have a little brother and two sisters. My brother still (　　　) in ghosts, so he 

(　　　) haunted houses. My sisters are twins and really (　　　) each other. They 

sometimes (　　　) the same clothes. My grandfather (　　　) in Okinawa. He 

(　　　) a dog and takes it for a walk every morning.

TASK 話上のCHECKを参考にして，自分の家族を紹介しよう。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

3  I usually get to school at 8:30.
4  My mother teaches biology at a high school.

-GUIDE

3繰り返しすることや習慣になっていることを表すときは，動詞の現在形を使う。usuallyのような副詞を
使うと頻度を表すことができる（always > usually > often > sometimes > rarely > never）。
4職業や習性，話す言語などを表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK 父親のことについて書いた高校生の文章を完成させよう。
　My father (　　　) for a car company. He likes cars, but he rarely (　　　). He gets 

up very early in the morning and (　　　) home at seven. He (　　　) the bus and 

the train to work. He usually (　　　) home before dinner. He works very hard.

⇒ CTIVE LEARNINGの WRITE の活動（p.24）で， Bの表現を活用しよう。

OCABULARY

・be good at（～が得意である）
・resemble（～に似ている）
・be a graduate of（～の卒業生である） 
・come from（～出身である） 

・walk to school（徒歩通学する）
・work for （～で働く）
・get up at （～時に起きる）
・brush one’s teeth（歯を磨く）

・get dressed（着替える）
・have［eat］ breakfast（朝食をとる）
・leave for school（学校に出かける）
・get to school（学校に着く）
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LESSO
N

 1

C している最中のことを表す 現在進行形

5  I’m writing an essay for my English class.
6  I think my cat is getting fat.

-GUIDE

5している最中のことを表すときは，現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。
6変化している途中のことや一時的な状態を表すときも，現在進行形を使う。

CHECK 2人の会話を聞いて，空所を埋めよう。
Kenta and Andy are talking on the phone.

Kenta: What are (　　　) (　　　)? 
Andy: (　　　) (　　　) a poster for my presentation. I have to finish it tonight, but I’m

 (　　　) tired.
Kenta:  That’s too bad. Tom and I (　   ) (　   ) games online now, but we can help you.
Andy: Really? That’s very kind of you!

TASK 対�上のCHECKの会話を参考にして，電話をかけているという設定で会話をしてみよう。その際，
時間帯は休日や夜など自由に設定しよう。

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。
・I see.（なるほど）　・Yes, indeed.（確かに）　・I think so, too.（私もそう思います）　
・I can’t believe it!（信じられない!）　・Really?（本当？） 　・No way!（ありえない!）

・That’s nice［good / great / wonderful / fantastic］!（すばらしい!）　・That’s too bad.（それはお気の毒に）
・I’m sorry to hear that.（それは残念です）　・You’re kidding!（冗談でしょ!）　・Are you serious?（本当に?）

D これからの予定を表す 現在進行形：予定

7  My grandmother is visiting us tomorrow.

-GUIDE

7これからしようとしている個人的な予定を表すときに，現在進行形を使うことができる。

TASK 対今日の午後，または週末の予定について会話をしてみよう。
例 A: What are you doing after class?

 B: I’m meeting Chris to talk about our plan for this weekend.

 A: Are you going somewhere?

 B: Yes. We are going cycling.

・do club activities（部活動をする）
・go to cram school（塾に行く）
・come［get］ home（家に帰る）
・a haunted house（お化け屋敷）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在の状態を表すことができる。
□ B   いつもすることを表すことができる。
□ C   している最中のことを表すことができる。
□ D  これからの予定を現在進行形で表すことができる。
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目標と学力  に応じた選択が可能な 33 レベル

be Smart be Clear Harmony

be Smart

I I III II II

判型

・スピーチ
・パラグラフ・ライティング
・プレゼンテーション
・論理的な考え方
・ディベート
・ディスカッション

・スピーチ
・パラグラフ・ライティング
・プレゼンテーション
・論理的な考え方
・ディベート
・ディスカッション

・スピーチ
・パラグラフ・ライティング
・プレゼンテーション

・スクリプト・ライティング
・スピーチ
・プレゼンテーション
・ディベート
・ディスカッション
・パラグラフ・ライティング

・スクリプト・ライティング
・スピーチ
・プレゼンテーション
・ディベート
・ディスカッション
・パラグラフ・ライティング

■ 和訳なし
■ やや難しい表現を含む長めの会話文

■ 巻末に和訳あり
■ 標準レベルの長めの英文

■ 巻末に和訳あり
■ 基礎レベルの短めの英文

■ 細かいニュアンスの違いや使い方も解説
■ 表現例多め

■ ニュアンスの違いや使い方も解説 ■ 会話文から該当表現を探す

■ より多くの活動に利用できる語句を紹介
■ 語句の和訳なし

■ 活動に利用できる語句を紹介
■ 語句の和訳あり

■ 発信する際に役立つ語彙・フレーズを紹介
■  語彙・フレーズの和訳あり

■ エッセイ・説明文などさまざまな状況，
形式の英文を「書く」活動

■ 達成目標２つ
■ 指示文日本語

■ 達成目標２つ
■ 指示文日本語

■ ピアレビュー項目あり
■ 指示文英語

■ ピアレビュー項目あり
■ 指示文英語

■ スモール・ステッ
プで「書く」活動

■ ヒ ン ト を 参 考 に
50 〜 80 語の英文
を「書く」活動

■ トピックに関連した
問いに自分の意見
を述べる

■ トピックに関連した
問いに自分の意見
を述べる

■ ８つの基本例文
■ 和訳なし
■ 標準＋発展的な学習項目をカバー

■ ７つの基本例文　　■ ６〜８つの基本例文

■ 巻末に例文一覧（和訳付き）あり	
■ 標準的な学習項目をカバー

■ ６つの基本例文
■ 基礎的な学習項目をカバー

■ 空所補充で作文例
を完成させ，40
〜 60 語の英文を

「書く」活動

■ ヒントを参考に
80 〜 140 語 の
英 文 を「 書 く 」
活動

■ 例を参考にして，ペア・グループでの「や
  り取り」「発表」の活動
■ 解答例あり

■ 「やり取り」「発表」「書く」の TASK 多め
■ CHECK はなし
■ 「やり取り」「話す」「書く」を含む基

本的な Task，イラスト多用
■ 指示文日本語

■ 作文例にならって「書く」活動
■ ヒントあり
■ 達成目標１つ
■ 指示文日本語

■ 解答例あり
■ 手紙・日記などさまざまな状況での「書く」活動
■ 達成目標１つ
■ 指示文日本語

■ 例を参考にして，ペア・グループでの
「やり取り」「発表」の活動

■ 解答例あり
■ 達成目標１つ
■ 指示文日本語

■ 例にならい，スモール・ステップを踏
んでペア・グループでの「やり取り」「発
表」の活動

■ 活用できるフレーズを掲載
■ 達成目標１つ
■ 指示文日本語

■ 文法確認問題の CHECK 多め
■ 指示文日本語

■ ３往復の会話 ■ 2.5 往復の会話 ■ 2 〜２.5 往復の短いコミック形式の会話

■ 指示文日本語 ■ 指示文英語

ーー ー

■ 100 〜 140 語の英文 ■ 90 〜 110 語の英文

■ ４項目 ■ ４項目 ■ ３項目 ■ ３項目

23 レッスン 20 レッスン 18 レッスン15 レッスン 15 レッスン 15 レッスン

152 頁 152 頁 128 頁128 頁 120 頁 112 頁

B5 判 B5 判 AB 判

標準～発展レベル 標準レベル 基礎レベルレ ベ ル

本文頁数

レッスン数

EXPRESSIONS

例文と解説

CHECK / TASK

SHARE

WRITE

INTERVIEW

発信活動

VOCABULARY

1 課の学習文法項目

Start-Up の
英文

● Start-Up

● INTERACTIONS

● ACTIVE LEARNING

・スピーチ
・プレゼンテーション
・ミニディベート
・パラグラフ・ライティング
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コミュニケーションにつながる発信力を！
中京大学特任講師　鈴木 希明

著者の
メッセージ 

発信のための基礎力の定着を
　「論理・表現」は，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書くこと」という 3 つの領域を中心に，発信力の
強化を目指す科目です。
　英語で発信できるようにするためには，意味を伝える文をつくる力が必要です。英語の文をつくるために必要なのは，

「語彙」と「文法」です。be English Logic and Expression Ⅰ・ⅠⅠ・ⅠⅢ Smart/Clear では，多くの英文と，各レッスンに設
定したさまざまなテーマにふれることで，多岐にわたる語彙の習得と，体系的な文法学習ができるようになっています。
　英語の文をつくる基礎力とともに，発信に必要な発音や機能表現も学習します。文をつくることができても，正しい
発音やイントネーションの知識がなければ，相手に意味が伝わるように話すことはできません。正しい発音を知らないと，
相手の話を聞いて理解することもできません。また，自分が伝えたいことを話すだけでは一方通行になってしまいます。
　双方向のコミュニケーションを成り立たせるためには，よい聞き手となることも大切です。相手の話の内容について
質問したり，感想を述べたり，あいづちなどの機能表現を使ったりして，そこで行われているコミュニケーション活動
への意欲や興味を示すことも欠かせないのです。

活動を通して発信力強化を
　be English Logic and Expression Smart/Clear は，FESTIVAL というシステムで，言語活動を通して英語の基礎力と
発信力を養成できるようにしています。
　例えばⅠでは，FORMS で英語の形式を理解・定着させ，EXPRESSIONS でコミュニケーションに必要な機能表現
を学びます。SOUNDS では話したり聞いたりするときに必要な発音やイントネーションの基礎を確認します。TALK
は FORMS，EXPRESSIONS，SOUNDS を確認・定着させるための「話す」練習です。さらに，INTERACTIONS で
は言語活動をしながら，体系的に英語の形式を身につけ，発信につながるようにします。VOCABULARY は活動の支
援となる語彙リストです。システムの最後は ACTIVE LEARNING です。SHARE と WRITE という 2 つの活動を通
して，INTERACTIONS で身につけた発信力をさらに強化します。最後の L は LOGICAL THINKING と LOGICAL 
WRITING の L でもあります。論理的に考え，論理的に伝えることを意識する習慣をつけるようにします。
　このようなシステムによる学習を通して，生徒は英語の基礎力と発信力をつけ，コミュニケーションの意義と楽しさ
を体験できることでしょう。

English Logic
and Expression I・II・III  

be Smart/Clear

 Smart/Clear
論 I  718  

論 I  717  

論 II  717 

論 I I I  713

論 II  716  

論 I I I  712

論理・表現Ⅰ・ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ

平賀 正子	 立教大学名誉教授	 鈴木 希明	 中京大学特任講師

伊藤　清	 名古屋中学校・高等学校教諭	 川又 克己	 渋谷教育学園幕張中学校・高等学校教諭	 萱原 雅弘	 元東京家政学院大学教授

田中 孝典	 静岡県立焼津中央高等学校教諭	 谷口 幸夫	 明星大学講師・達セミ Hybrid 代表	 前中　猛	 白陵中学校・高等学校教諭

著作者 

English Logic and Expression I・II・III

レベル

判　型

本文 I
本文 II

標準標準〜発展

152 頁

128 頁 120 頁

B5 判

Smart Clear

本文 III 120 頁 112 頁

詳細は HP へ
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３つの特長3

①導入→②定着→③発展の 3 ユニット構成
①文法を含むモデル会話→②文法解説と TASK →③文法を使った自己発信活動という流れで論理
　と表現の力が身につきます。

学習上の目標をわかりやすく表示
文法項目と発信活動の目標を Self-Check として掲載。達成度を評価しながら，目標を意識して
学習を進めることができます。

1

2

3

LESSO
N

 1

21

1
LESSON Meeting People

自分のことを話す

学校の近くで，登校中のMikeとShotaが会いました。Start-Up

Mike：  Good morning, Shota!
Shota：  Oh, good morning, Mike! Do you walk to  

school?
Mike：  No. I live far from here, so I usually  

take the train. It takes about an hour. 
Shota：  An hour? Wow! I live nearby, so I can walk  

to school. It only takes ten minutes.
Mike：  Oh, really! You’re lucky! I don’t like the long train ride.

相手からの問いかけに答えたら，もう 1つ情報を加えましょう。会話
にリズムが生まれ，その情報をもとにさらに会話を発展させることができます。

Tips for Better Communication

現在のことは現在形で表すORMS
　現在のことを伝えるときには，動詞の現在形を使います。現在形を使うと，住んでいる所のような
現在の状態や，いつもすることを表すことができます。
I live far from here.
I take the train.
このような文の動詞の現在形が表すのは，「今」を中心として，過去から現在，そして未来へと広がる
時の範囲です。Do you walk to school?であれば，今現在だけのことではなく，「いつも徒歩通学な
の？」とたずねているのです。

あいづちで関心を示すXPRESSIONS
　Oh, really! のようなあいづちを打つことで，「そうなんだ!」と相手の話に関心をもっていることを
伝えることができます。Really?なら「そうなの?」というニュアンスです。
例 “I got a new smartphone yesterday.” “Really! The newest model?”  

/l/と/r/の発音OUNDS
　/l/は舌先を上の歯茎にあてて発音し，/r/は舌先をどこにもつけず舌全体をうしろに引いて発音
します。
　話 live, lucky, like, long, play, usually, only, school / really, ride, from, train, friend, free, every
　　 light / right，lead / read，glass / grass，collect / correct

ALK
会話の内容を確認し，MikeとShotaになりきって会話をしてみよう!

「（学校には）電車で来ます」と言うとき，交通手段を表すbyを使ったI come to school by train.でも通じ
ますが，I take the train.とすると英語らしい表現になります。バスや自転車ならI take the bus. / I ride my bike
［bicycle］.という表現を使います。徒歩通学であればI walk to school. が自然な表現です。

Pick-Up

22

NTERACTIONS 自分のことや身近な人のことを話す
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

1  I like cats very much.
2  My uncle has two cars.

-GUIDE

1好きなものや思っていることなど，現在の心理的な状態を表すときは，動詞の現在形を使う。
2持っているものや住んでいる所のような現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK イラストに合うように，与えられた動詞を使って英文を完成させよう（否定文にする場合もある）。

［  resemble / like / 
live / believe /  
have / wear ］

　I have a little brother and two sisters. My brother still (　　　) in ghosts, so he 

(　　　) haunted houses. My sisters are twins and really (　　　) each other. They 

sometimes (　　　) the same clothes. My grandfather (　　　) in Okinawa. He 

(　　　) a dog and takes it for a walk every morning.

TASK 話上のCHECKを参考にして，自分の家族を紹介しよう。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

3  I usually get to school at 8:30.
4  My mother teaches biology at a high school.

-GUIDE

3繰り返しすることや習慣になっていることを表すときは，動詞の現在形を使う。usuallyのような副詞を
使うと頻度を表すことができる（always > usually > often > sometimes > rarely > never）。
4職業や習性，話す言語などを表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK 父親のことについて書いた高校生の文章を完成させよう。
　My father (　　　) for a car company. He likes cars, but he rarely (　　　). He gets 

up very early in the morning and (　　　) home at seven. He (　　　) the bus and 

the train to work. He usually (　　　) home before dinner. He works very hard.

⇒ CTIVE LEARNINGの WRITE の活動（p.24）で， Bの表現を活用しよう。

OCABULARY

・be good at（～が得意である）
・resemble（～に似ている）
・be a graduate of（～の卒業生である） 
・come from（～出身である） 

・walk to school（徒歩通学する）
・work for （～で働く）
・get up at （～時に起きる）
・brush one’s teeth（歯を磨く）

・get dressed（着替える）
・have［eat］ breakfast（朝食をとる）
・leave for school（学校に出かける）
・get to school（学校に着く）
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 1

C している最中のことを表す 現在進行形

5  I’m writing an essay for my English class.
6  I think my cat is getting fat.

-GUIDE

5している最中のことを表すときは，現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。
6変化している最中のことや一時的な状態を表すときも，現在進行形を使う。

CHECK 2人の会話を聞いて，空所を埋めよう。
Kenta and Andy are talking on the phone.

Kenta: What are (　　　) (　　　)? 
Andy: (　　　) (　　　) a poster for my presentation. I have to finish it tonight, but I’m

 (　　　) tired.
Kenta:  That’s too bad. Tom and I (　   ) (　   ) games online now, but we can help you.
Andy: Really? That’s very kind of you!

TASK 対�上のCHECKの会話を参考にして，電話をかけているという設定で会話をしてみよう。その際，
時間帯は休日や夜など自由に設定しよう。

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。
・I see.（なるほど）　・Yes, indeed.（確かに）　・I think so, too.（私もそう思います）　
・I can’t believe it!（信じられない!）　・Really?（本当？） 　・No way!（ありえない!）

・That’s nice［good / great / wonderful / fantastic］!（すばらしい!）　・That’s too bad.（それはお気の毒に）
・I’m sorry to hear that.（それは残念です）　・You’re kidding!（冗談でしょ!）　・Are you serious?（本当に?）

D これからの予定を表す 現在進行形：予定

7  My grandmother is visiting us tomorrow.

-GUIDE

7これからしようとしている個人的な予定を表すときに，現在進行形を使うことができる。

TASK 対今日の午後、または週末の予定について会話をしてみよう。
例 A: What are you doing after class?

 B: I’m meeting Chris to talk about our plan this weekend.

 A: Are you going somewhere?

 B: Yes. We are going cycling.

・do club activities（部活動をする）
・go to cram school（塾に行く）
・come［get］ home（家に帰る）
・a haunted house（お化け屋敷）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在の状態を表すことができる。
□ B   いつもすることを表すことができる。
□ C   している最中のことを表すことができる。
□ D  これからの予定を現在進行形で表すことができる。

CTIVE LEARNING

24

Introducing Yourself  

自分のことを伝えるときに，I like playing the piano. I read many books.のように事実を並べるだけではつなが
りのない文章になってしまいます。I like playing the piano. I really love classical music. のように前の文につな
がるような情報を加えるなど，文と文の関連を意識して，まとまりのある文章にしましょう。

OGICAL THINKING

クラスメイトのことを紹介しようSHARE

クラスメイトにインタビューして情報を集めよう。
例 Which junior high school did you go to?

How do you come to school?
What do you do in your free time?
What is your favorite sport［food/color］?

 インタビューしたクラスメイトのことをメモしよう。
 went to .

He/She  to school.
He/She  in his/her free time.
His/Her favorite .

 グループになって，インタビューしたクラスメイトのことをほかの人に紹介しよう。
聞き手はそれぞれの発表について，感想を言ったり質問したりしよう。

「朝の習慣」について書こう BWRITE

自分が朝していることを書き出そう。
例  I get up at 6:00. I get dressed. I eat breakfast.  
I ride my bike to school. It takes fifteen minutes.

 接続詞（and, but, when）や副詞（first, then）などを使って，時間の流れにそって自分の朝の
習慣を文章にしてみよう。
例  I usually get up at 6:00. First, I get dressed and then take my dog for a walk. After 

that, I eat breakfast and brush my teeth. Then I leave for school at 7:15. 

Self-Check
インタビューしたクラスメイトを紹介することができた。 3  2  1

朝の習慣について，時間の流れにそって書くことができた。 3  2  1

3：よくできた。 2：まあまあできた。 1：あまりできなかった。
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C している最中のことを表す 現在進行形

5  I’m writing an essay for my English class.
6  I think my cat is getting fat.

-GUIDE

5している最中のことを表すときは，現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。
6変化している最中のことや一時的な状態を表すときも，現在進行形を使う。

TASK 耳対会話を聞いて空所を埋めよう。
Kenta and Andy are talking on the phone.

Kenta: What are (　　　) (　　　)? 
Andy: (　　　) (　　　) a poster for my presentation. I have to finish it tonight, but I’m

 (　　　) tired.
Kenta: Sorry to hear that. Tom and I (　　　) (　　　) games online now.
Andy: (　　　)? I want to join you!

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。
・I see.（なるほど）　・Yes, indeed.（確かに）　・I think so, too.（私もそう思います）　
・I can’t believe it!（信じられない!）　・Really?（本当？） 　・No way!（ありえない!）

・That’s nice［good / great / wonderful / fantastic］!（すばらしい!）　・That’s too bad.（それはお気の毒に）
・I’m sorry to hear that.（それは残念です）　・You’re kidding!（冗談でしょ!）　・Are you serious?（本当に?）

D これからの予定を表す 現在進行形：予定

7  My grandmother is visiting us tomorrow.

-GUIDE

7これからしようとしている個人的な予定を表すときに，現在進行形を使うことができる。

TASK 書対与えられた動詞を使って，質問への答えを完成させよう。
What are you doing this afternoon?

 A:  to a concert with my sister.

 B:  my dog to the vet.　・vet：獣医

 C:  at home and studying.

［ stay / go / take ］ 

・do club activities（部活動をする）
・go to cram school（塾に行く）
・come［get］ home（家に帰る）
・personality（性格）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在の状態を表すことができる。
□ B   いつもすることを表すことができる。
□ C   している最中のことを表すことができる。
□ D  これからの予定を現在進行形で表すことができる。
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Introducing Yourself  

自分のことを伝えるときに，I like playing the piano. I read many books.のように事実を並べるだけではつなが
りのない文章になってしまいます。I like playing the piano. I really love classical music. のように前の文につな
がるような情報を加えるなど，文と文の関連を意識して，まとまりのある文章にしましょう。

OGICAL THINKING

クラスメイトのことを紹介しようSHARE

クラスメイトにインタビューして情報を集めよう。
例 Which junior high school did you go to?

How do you come to school?
What do you do in your free time?
What is your favorite sport［food/color］?

 インタビューしたクラスメイトのことをメモしよう。
 went to .

He/She  to school.
He/She  in his/her free time.
His/Her favorite .

 グループになって，インタビューしたクラスメイトのことをほかの人に紹介しよう。
聞き手はそれぞれの発表について，感想を言ったり質問したりしよう。

「朝の習慣」について書こうWRITE

自分が朝していることを書き出そう。
例 I get up at 6:00. I get dressed. I eat breakfast. 
I ride my bike to school. It takes fifteen minutes.

 接続詞（and, but, when）や副詞（first, then）などを使って，時間の流れにそって自分の朝の
習慣を文章にしてみよう。
例  I usually get up at 6:00. First, I get dressed and then take my dog for a walk. After 

that, I eat breakfast and brush my teeth. Then I leave for school at 7:15. 

Self-Check
インタビューしたクラスメイトを紹介することができた。 3  2  1

朝の習慣について，時間の流れにそって書くことができた。 3  2  1

3：よくできた。 2：まあまあできた。 1：あまりできなかった。
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各レッスンの目標

各レッスンの目標

セルフチェック欄

セルフチェック欄

発表 書くやり
取り

62

OCABULARY

NTERACTIONS 交通や建造物のことを話す
A 何かをされた・されることを表す 受動態の基本形

1  This station was built in the Meiji period.
2  The traffic jam was caused by road work.

-GUIDE

1「される」「された」という受動の意味を表すときは，受動態（be動詞＋過去分詞）を使う。「されるだろう」
という未来のことは〈will be＋過去分詞〉で表す。
2だれ［何］にされたかを示すときは，前置詞byを使う。

何かをされた・されている状況を表す文で，何によってされたのかを示すときは，Some people were 
injured in the traffic accident.のように，内容に合う前置詞を使う。

!注意

CHECK 与えられた語を使って英文を完成させよう。
1. The main street  by a fallen tree yesterday. ［ block ］
2. The passengers  about the delay that morning. ［ not, inform ］
3. A new railway station  next year. ［ will, construct ］

TASK 対会話例のように一声かけてから，状況に合うように会話を続けよう。
例 A: Excuse me, but was my flight cancelled?

 B: I’m afraid so. It was due to ...
1 2空港のカウンターで搭乗

便がキャンセルになった
かたずねています。

長距離列車の自由席で席
が空いているかたずねて
います。

-GUIDE

話しかけるときにはひと言添えるようにしよう。
・Excuse me, but ....（すみませんが）　・Sorry to interrupt you, but ....（おじゃましてすみませんが）　
・Can we talk for a second? （少しお話できますか）　・Can I ask you something?（聞いてもいいですか）
・Is it okay to talk now?（今話してもいいですか）　・Do you have a minute?（ちょっといいですか）

B 何が・いつ・どこでされたのかをたずねる 受動態の疑問文

3   Whose design was chosen for the new museum?
4   Where will the bicycle lanes be installed?

・be delayed（遅れる）
・cancel a flight（フライトを欠航させる）
・take a seat（席に座る）
・give up one’s seat（席を譲る）

・cross a street（通りを横断する） 
・construct（～を建設する）
・plant trees（樹を植える）
・block［close］ the road（道をふさぐ）

・keep left（左側通行をする）
・pull over a car（車を路肩に寄せる）
・repair roads（道路を補修する）
・walk on a sidewalk（歩道を歩く）
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OCABULARY

NTERACTIONS 交通や建造物のことを話す
A 何かをされた・されることを表す 受動態の基本形

1  This station was built in the Meiji period.
2  The traffic jam was caused by road work.

-GUIDE

1「される」「された」という受動の意味を表すときは，受動態（be動詞＋過去分詞）を使う。「されるだろう」
という未来のことは〈will be＋過去分詞〉で表す。
2だれ［何］にされたかを示すときは，前置詞byを使う。

何かをされた・されている状況を表す文で，何によってされたのかを示すときは，Some people were 
injured in the traffic accident.のように，内容に合う前置詞を使う。

!注意

CHECK 与えられた語を使って英文を完成させよう。
1. The main street  by a fallen tree yesterday. ［ block ］
2. The passengers  about the delay that morning. ［ not, inform ］
3. A new railway station  next year. ［ will, construct ］

TASK 対会話例のように一声かけてから，状況に合うように会話を続けよう。
例 A: Excuse me, but was my flight cancelled?

 B: We’re afraid so. It was due to ...
1 2空港のカウンターで搭乗

便がキャンセルになった
かたずねています。

長距離列車の自由席で席
が空いているかたずねて
います。

-GUIDE

話しかけるときにはひと言添えるようにしよう。
・Excuse me, but ....（すみませんが）　・Sorry to interrupt you, but ....（おじゃましてすみませんが）　
・Can we talk for a second? （少しお話できますか）　・Can I ask you something?（聞いてもいいですか）
・Is it okay to talk now?（今話してもいいですか）　・Do you have a minute?（ちょっといいですか）

B 何が・いつ・どこでされたのかをたずねる 受動態の疑問文

3   Whose design was chosen for the new museum?
4   Where will the bicycle lanes be installed?

・be delayed（遅れる）
・cancel a flight（フライトを欠航させる）
・take a seat（席に座る）
・give up one’s seat（席を譲る）

・cross a street（通りを横断する） 
・construct（～を建設する）
・plant trees（樹を植える）
・block［close］ the road（道をふさぐ）

・keep left（左側通行をする）
・pull over a car（車を路肩に寄せる）
・repair roads（道路を補修する）
・walk on a sidewalk（歩道を歩く）

・pave the road（道を舗装する）
・public transportation（公共交通機関）
・a commuter（通勤者，通学者）
・an intersection（交差点）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  何かをされた・されることを表すことができる。
□ B   何が・いつ・どこでされたのかをたずねることができる。
□ C   受動態で進行中の意味や完了形の意味を表すことができる。
□ D   感情を受動態で表すことができる。

-GUIDE

3「だれ［何］がされたのか」とたずねるときは，〈疑問詞＋be動詞＋過去分詞〉の語順にする。
4「いつ・どこに・どのようにされたのか」のような情報をたずねるときは，〈疑問詞＋be動詞＋主語＋過
去分詞〉」の語順にする。willを使う場合は〈疑問詞＋will＋主語＋be＋過去分詞〉となる。

TASK 話�あなたの町に大規模開発プロジェクトの話がもちあがりました。あなたは学校を代表して役
所の担当者にインタビューします。以下の疑問詞と動詞を参考にして質問しよう。

［ why, what, how much, when ］［ need, construct, spend, complete ］
例 A: Why is the large-scale development project needed?

 B: It’s needed to attract more visitors to the downtown area.

 A: I see. It sounds ....

C 受動態で進行中の意味や完了形の意味を表す 進行形・完了形の受動態

5  The stadium is being renovated now.
6  The traffic light near the school has been fixed.

-GUIDE

5されている最中のことを表すときは，〈be動詞＋being＋過去分詞〉を使う。
6完了・継続・経験の意味を受動態で表すときは，〈have / has＋been＋過去分詞〉を使う。

TASK 書�イラストの土地開発のようすを伝える文章を，上の例文と 
以下の動詞を参考にして書こう。

［ pave / plant / construct / close ］
例  The road is being paved now. So we cannot go into  

the area, and ....

D 感情を受動態で表す 感情を表す受動態

7  I was surprised by the new train fares.

-GUIDE

7「驚いた」「わくわくした」のような感情を表すときには受動態を使う。この過去分詞は形容詞として使わ
れることも多く，be surprised atのようにby以外の前置詞を使うこともできる。

CHECK 与えられた動詞を適切な形にして，過去に抱いた感情を表す英文を完成させよう。
1. I  at how crowded the trains were in Tokyo.　［ surprise ］
2.  They  about getting on an airplane for the first time.［ excite ］

⇒ CTIVE LEARNINGの WRITE の活動（p.64）で， Dの表現を活用しよう。
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さまざまな活動を網羅した問題
・文法のチェック問題 CHECK と活動問題 TASK の 2 種類があります。
・TASK の活動内容を「やり取り」「発表」「書く」マークでわかりやすく表示しました。
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be Smart/Clear I 目次

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

Meeting (New) People

Holidays and Weekends

Making Plans

Travel

Study and Activities

Food Culture
 (Food)

School Life

Daily Life

Transportation Issues

Future Activities
(The Future)

Staying Healthy

New Products

配当時間自己発信レッスンタイトル

＊（  ）は Smart でタイトルの異なるレッスン

文　法

■ 1st Zone　自分のことや身近な人のことを話す 

■ 2nd Zone　日々の生活のことを話す

■ 3rd Zone　したいことやしていることを話す

A  過去形
B  過去進行形
C  過去形・過去進行形
D  used to

A  will
B  be going to
C  will be ＋ ing 形
D  when や if のあとの現在形

A  過去完了形：完了・経験
B  過去完了形・過去完了進行形：継続
C  過去完了形：大過去
D  will have ＋過去分詞

A  can / be able to
B  can / can’t
C  may / might
D  may[might] have ＋過去分詞

A  must / have to
B  should / had better
C  must / should
D  must/should have ＋過去分詞

A  will / would
B  would often
C  would
D  will / can / shall

A  受動態の基本形
B  受動態の疑問文
C  進行形・完了形の受動態
D  感情を表す受動態

A  不定詞の名詞用法：主語・補語
B  不定詞の名詞用法：目的語
C  疑問詞＋不定詞
D  不定詞の意味上の主語と否定語

A  不定詞の形容詞用法
B  不定詞の副詞用法：目的
C  不定詞の副詞用法：原因・根拠
D  形容詞＋不定詞

A  SVO＋不定詞
B  使役動詞＋名詞＋動詞の原形
C  知覚動詞＋名詞＋動詞の原形
D  不定詞の進行形・受動態・完了形

Introducing Yourself

Happy Memories

Making Plans

Posting about Travel 
(Travel)

My Achievements
(Study and Activities)

Food Culture
 (Food)

School Rules

Special Events 
(Home)

Road Safety 
(Transportation Issues)

Future Activities
 (The Future)

Staying Healthy

New Products

A  現在完了形：完了・結果
B  現在完了形：経験
C  現在完了形・現在完了進行形： 継続
D  現在完了形・過去形

 Smart Clear

A  現在形（状態動詞）
B  現在形（動作動詞）
C  現在進行形
D  現在進行形・現在形：予定
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English Logic and Expression I・II・III

be Smart/Clear
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Clear  40
計 Smart 46

Hobbies and Interests

The World of Nature

Trouble and Accidents

Inventions
(Technology and Invention)

Achievements

Cities and Towns

Living Environment

Social Problems

Making a Wish

Making a Wish

Cross-cultural 
Communication

Giving Opinions

配当時間自己発信レッスンタイトル 文　法

■ 5th Zone　これからの自分や社会のことを話す

■ 4th Zone　説明する・自分の考えを話す

A  動名詞：主語・補語
B  動名詞：目的語
C  動名詞の意味上の主語と否定語
D  動名詞の受動態・完了形 

A  分詞の限定用法
B  分詞形容詞
C  分詞の叙述用法
D  分詞を使う表現

A  SVO＋分詞
B  知覚動詞＋名詞＋分詞
C  分詞構文
D  with＋名詞＋分詞

A  関係代名詞：主格
B  関係代名詞：目的格
C  関係代名詞：所有格
D  前置詞と関係代名詞

A  関係代名詞：非制限用法
B  which：節や句が先行詞
C  some of which / both of whom
D  関係代名詞：what

A  関係副詞：限定用法
B  関係副詞：非限定用法
C  関係副詞：why / how
D  複合関係詞

A  原級を使う比較
B  倍数や分数を使う比較
C  比較級を使う比較
D  比較対象の示し方

A  最上級を使う比較
B  最上級を使う表現
C  原級・比較級の表現
D  比較の表現

A  仮定法過去
B  仮定法過去完了
C   I wish / If only
D  as if

A  仮定法過去
B  仮定法過去完了
C  I wish / If only
D  as if / It’s time

Smart のみで学習する文法事項

A  that / whether
B  when / because / if
C  although / though 
D  接続副詞 

A   that 節で使う原形
B  so ～ that / so that
C  It is said that
D  It is certain that

Sharing Interests

The World of Nature

Reporting News
(Trouble and Accidents)

Developing Ideas
(Technology and Invention)

Achievements

Cities and Towns

Comparing Opinions
(Living Environment)

Making an Analysis
(Social Problems)

Making a Wish

Making a Wish

Globalization

Giving Opinions

 Smart Clear
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be Smart II・III 目次

Future Plans The Easiest City to 
Live in

Free Time

A Common Concern

The Evolving Japanese
Workforce

Trends in Studying
Abroad

The Value of Libraries

New Sports and
Entertainment

Maintaining the
Ecosystem

Inside Fairtrade

English as an Official
Language were to

Improving Our Town

Enriching Our Lives

A Sustainable Lifestyle

Volunteering to Help

Understanding Diversity

What You’ve Learned
through Experience

Language and Thought

Introducing Japan

Tourism and Japanese
Society

Free Time at Home

Modern Conveniences

Emotions and the
Workings of the Mind

Making Innovation
Happen

Food and Health

Student Life

The Information Society

What Exactly Does
Leadership Mean?

Embracing Diversity in
Society

SDGs and Issues Facing
the World

レッスンタイトル レッスンタイトル文　法 文　法

■ 1st Zone Daily Life ■ 1st Zone The World Around Us

■ 2nd Zone  Arts and Entertainment 

■ 3rd Zone  Reflecting on the Natural World

■ 4th Zone  Economies: Behind the Curtain

■ 5th Zone  Language and Identity

■ 2nd Zone  The Workings of Society

■ 3rd Zone  The Nature of the Human Mind

■ 4th Zone  Globalization and Identity

■ 5th Zone  Towards a Sustainable Society

A  不定詞（名詞用法）
B  動名詞
C  不定詞を使う表現
D  名詞節

A  名詞＋形容詞句・前置詞句
B  名詞＋分詞句（分詞の限定用法）
C  名詞＋不定詞句（不定詞の形容詞用法）
D  形容詞を使う構文

A  不定詞（副詞用法）
B  不定詞を使う表現
C  分詞を使う表現
D  副詞のはたらきをする前置詞句

A  仮定法過去
B  仮定法過去完了
C  wish / if only
D  仮定法を使う表現

A  使役動詞
B  不定詞を使う「させる」の表現
C  分詞を使う「させる・される」の表現
D  知覚動詞

A  can と may
B  must と should
C  willと would
D  助動詞＋ have ＋過去分詞

● 活動：スクリプト・ライティング

● 活動：スピーチ

● 活動：プレゼンテーション 

● 活動：ディベート 

● 活動：ディスカッション 

● 活動：プレゼンテーション

● 活動：スピーチ

● 活動：ディベート 

● 活動：プレゼンテーション

● 活動：ディベート 

動詞の形を意識する

副詞を適切に使う

名詞に〈主語＋動詞〉を続けて説明
を加える 

関係代名詞や分詞を使って名詞に説
明を加える  

前置詞を使って名詞に説明を加える 

動詞に不定詞を続ける

名詞節や副詞節を使う

動詞に続く要素を確認する

分詞構文で情報を加える 

不定詞の意味上の主語を示す

were to を使って仮定を表す

助動詞を使い分ける

比較表現を効果的に使う

不定詞を形容詞や副詞として使う

論理展開をわかりやすく示す

A  関係代名詞（限定用法：主格）
B  関係代名詞（限定用法：目的格）
C  関係代名詞（非限定用法）
D  関係副詞

A  時を表す副詞節
B  理由・条件を表す副詞節
C  譲歩を表す副詞節
D  目的・程度を表す表現

A  要求や必要を表す表現
B  認識の表現・時制の一致
C  話法
D  時を表す表現

A  主語の表し方
B  「〜すると…になる」の表現
C  「〜が…させる［させない］」の表現
D  日本語と違う表し方（受動態を使う表現）

A  現在形
B  過去形
C  完了形
D  未来を表す表現

A  形容詞の限定用法
B  形容詞の叙述用法
C  分詞の限定用法と叙述用法
D  感情を表す分詞形容詞

A  場所・時・様態を表す副詞
B  程度・頻度・確実性を表す副詞
C  否定の意味を表す副詞
D  文を修飾する・文の意味をつなぐ副詞

A  原級を使う比較
B  比較級を使う比較
C  最上級を使う比較
D  比較を使う表現

A  「ある」「いる」の表現
B  「なる」の表現
C  「かかる」の表現
D  「するようになる」の表現
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be Clear II・III 目次

A City Worth Visiting

Our Hometowns

Trying Something New 

The Art of Translation

Future Energy Sources

Discussing the
Environment

Globalization and
Immigration

What is Fair Trade?

Helping to Fight Poverty

Plurilingualism

English as an Official
Language

Combatting Climate
Change

What Makes a City
Attractive? 

How Do You Spend
Your Time?

The Benefit of Learning a
Second Foreign Language

Your Interests

Media Literacy

Languages of the World

Comparing Countries

Population Issues

Your Daily Life

Helping Others	

Imagining the Future

Cultural Diversity

Rights and Equality

Your School Life

Introducing Your Town

Happiness and Stress

Japanese Customs

Think Globally, Act
Locally

レッスンタイトル レッスンタイトル文　法 文　法

■ 1st Zone  Talking about Yourself ■ 1st Zone  Creating an Attractive City

■ 2nd Zone  Interaction with Society ■ 2nd Zone  Forms of Entertainment

■ 3rd Zone  The Nature of the Human Mind ■ 3rd Zone  Climate Change and Energy Issues

■ 4th Zone  Globalization and Identity ■ 4th Zone  Sustainable Development 

■ 5th Zone  Towards a Sustainable Society ■ Optional Lessons  Language Learning 

● 活動：スクリプト・ライティング

● 活動：スピーチ

● 活動：プレゼンテーション

● 活動：ディベート

● 活動：ディスカッション ● 付録：スピーチ

● 活動：プレゼンテーション

● 活動：スピーチ

● 活動：ディベート

● 活動：プレゼンテーション

受動態を適切に使う 

動詞の形を意識する

比較級の前で差の程度を示す

何と何を比べているのか意識する

副詞や形容詞で程度を表す

分詞で名詞に説明を加える

不定詞で名詞に説明を加える

不定詞で「～すること」を表す 

動名詞で「～すること」を表す

不定詞に副詞のはたらきをさせる

-

-

-

話し手がどう思っているかを助動詞
で表す

関係代名詞を使って名詞に説明を加
える 

A  現在形・過去形
B  完了形
C  未来を表す表現

A  形容詞の限定用法と叙述用法
B  分詞の限定用法と叙述用法
C  感情を表す分詞形容詞

A  名詞＋形容詞句・前置詞句
B  名詞＋分詞句（分詞の限定用法）
C  名詞＋不定詞句（不定詞の形容詞用法）

A  関係代名詞（限定用法）
B  関係代名詞（非限定用法）
C  関係副詞

A  さまざまな副詞
B  否定の意味を表す副詞
C  文を修飾する・文の意味をつなぐ副詞

A  不定詞（副詞用法）
B  不定詞を使う表現
C  分詞を使う表現

A  時・理由・条件などを表す副詞節
B  譲歩を表す副詞節
C  目的・程度を表す副詞節

A  原級を使う比較
B  比較級を使う比較
C  最上級を使う比較・一番を示す表現

A  仮定法過去
B  仮定法過去完了
C  wish / if only / as if

A  要求・必要を表す表現
B  認識の表現・時制の一致
C  話法

A  「ある」「いる」の表現
B  「なる」「するようになる」の表現
C  「かかる」の表現

A  使役動詞
B  分詞を使う「させる・される」の表現
C  知覚動詞

A  「〜すると…になる」の表現
B  「〜が…させる［させない］」の表現
C  日本語と違う表し方（受動態を使う表現）

A  不定詞（名詞用法）
B  動名詞
C  名詞節

A  can / may / must / should
B  推量を表す助動詞
C  助動詞＋ have ＋過去分詞
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be Smart 構成
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LESSO
N

 1

LESSON

Andy：  What do you usually do after school, Kenta?
Kenta：  Me? I’m in the soccer club, so I play soccer  

every day except Monday. 
Andy：  Really! You must be very busy! But you’re free  

on Mondays and weekends, right?
Kenta：  Actually, I go to cram school every Monday.  

On weekends, we sometimes have soccer games. 
Andy：  Wow! You don’t have much free time. 

Kenta：  No, not much. When there’s no game on weekends, I like to hang out with 

my friends. ・hang out with：～と遊ぶ

相手からの問いかけに答えたら，関連する情報を 1つ加えましょう。
新しい情報が加わることで新たな興味や関心が生まれ，会話が続きます。

Tips for Better Communication

現在のことは現在形で表すORMS
　住んでいる所や持っているもの，入っている部活のような現在の状態や，日々の暮らしの中でいつもする
ことを表すときは，動詞の現在形を使います。
　動詞の現在形が表すのは「今」という一時点だけでなく，過去から現在，そして未来へと広がる時の範囲で
す。したがって，playのような動きを表す動詞の現在形は，繰り返しするようなことを表します。I play 

soccer.だけで，「いつもサッカーをする」ことを表すことができるのです。

あいづちで関心を示すXPRESSIONS
　あいづちを打つことで，相手の話に関心をもっていることを伝えることができます。Really!は，下がり口
調なら「そうなんだ!」，Really?と上がり口調なら「そうなの?」というニュアンスになります。理解を示すと
きはI see.やI understand. いい話だと思えば That’s nice. よくない話なら That’s too bad. のような表現を
使います。

/l/と/r/の発音OUNDS
/l/は舌先を上の歯茎にあてて発音し，/r/は舌先をどこにもつけず舌全体をうしろに引いて発音します。
　話 like, live, club, play, usually, actually, school / really, right, friend, free, cram, every, very

　  light / right，lead / read，glass / grass，collect / correct

ALK
会話の内容を確認し，AndyとKentaになりきって会話をしてみよう!

入っている部活動は，I’m in the soccer club. のように言えば簡単です。I belong to ....（私は…に所属し
ている）だと少しかたい表現になります。運動部なら，I’m on the tennis team.のように言うこともできます。

Pick-Up

1 Meeting People
自分のことを話す

Andy and Kenta are talking in the classroom. They have just become friends.Start-Up

Robin and Robert live in Rockford and lead a really lively life.TT
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自己紹介をしようSHARE

自己紹介をしている次の文を読もう。
    I’m Honda Kenta. I’m a graduate of Higashi Junior High 
School. I like soccer very much. I’m on the school soccer 
team and we practice every day. I think I’m outgoing. I hope I can make a lot of friends 
here. 

 上の例を参考に，自己紹介の文を考えて，メモにまとめよう。
自分の好きなことや性格，これからの目標などを入れてみよう。

グループになって，順番に自己紹介をしよう。
・ Hello, everyone! で始め，最後にThank you for listening. Do you have any questions? とたずね
よう。
・聞き手は発表者に質問を 1つしよう。
　⇒質問を考えながら聞くことで，相手の話をよりアクティブに聞くことになります。
例 How long have you played soccer? / Do you like any other sports?

Self-Check
自分のことについて伝えることができた。 3  2  1

聞き手とアイコンタクトをとって話すことができた。 3  2  1

3：よくできた。 2：まあまあできた。 1：あまりできなかった。

いつもの行動を書こうWRITE

いつもの朝の行動を述べた文を読んで，［　］から適語を選び，空所を埋めよう。
    I （ ） up at seven in the morning. After I wash my face and get dressed, I always 
（ ） a traditional Japanese breakfast with my family. I （ ） home at eight and 
get to school by eight-thirty.

［ have / leave / get ］

 自分の毎朝の行動（morning routine）や帰宅後の行動（evening routine）を40語程度で書
いてみよう。
接続詞andを使って，時間の流れにそって行動を説明しよう。

Self-Check
いつもの行動について，40語程度で表現することができた。 3  2  1

時間の流れにそって，自分の行動を適切な動詞を使って書くことができた。 3  2  1

3：よくできた。 2：まあまあできた。 1：あまりできなかった。

CTIVE LEARNING

Introducing Yourself  

「朝の行動」や「帰宅後の行動」など，いつもの行動を伝えるときは，時間の流れにそって話したり書いたりします。
短い文が続くときは，接続詞andを使って文をつなぐと不要な繰り返しが省けます。I wash my face and get 
dressed. ではandのあとにIを入れる必要はありません。

OGICAL THINKING

22

NTERACTIONS Talking about yourself or people close to you
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

1  I like cats very much.
2  My uncle has two cars. 

-GUIDE

1好きなものや思っていることなど，現在の心理的な状態を表すときは，動詞の現在形を使う。
2持っているものや住んでいる所のような現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

TASK 書�与えられた動詞を使って，自分や身近な人に関する3つの文を書いてみよう（同じ動詞を２度
使わないこと）。それぞれの文には，情報を1つずつ加えよう。

 ［ believe / know / like / love / remember / need / want / have / live / resemble ］
例 I love rock music. I’m in a band.

 My brother doesn’t like vegetables. He especially hates celery.

TASK 話�自分が書いたことを話してみよう。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

3  I usually get to school at 8:30.
4  My mother teaches biology at a high school.

-GUIDE

3繰り返しすることや習慣になっていることを表すときは，動詞の現在形を使う。usuallyのような副詞
を使うと頻度を表すことができる（always > usually > often > sometimes > rarely > never）。
4職業や習性，話す言語などを表すときも，動詞の現在形を使う。

TASK 対�自分や身近な人がいつもすることについて会話をしてみよう。
例 A: What do you do in your free time?

 B: I usually read books. I like Murakami Haruki.

 A: Really? I like Murakami, too.

 B: Wow! That’s great! 

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。
・I see.　・I think so, too.　・I can’t believe it!　・Really?　・ No way!

・That’s nice［good /great / wonderful / fantastic］.　・That’s too bad.　・Is that true?　・Yes, indeed.

・You’re kidding!　・Are you serious?

OCABULARY

・wake up 
・wash one’s face 
・take a shower 
・brush one’s teeth 

・walk one’s dog 
・have breakfast 
・have［drink］ coffee 
・get dressed 

・water the plants 
・leave for school 
・talk with friends 
・use a computer 

・go to the library
・go to cram school 
・do club activities 
・do one’s homework 
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LESSO
N

 1

・have dinner
・watch a video 
・play the guitar 
・play video games  

・take a bath 
・come from 
・be a graduate of 
・be good at 

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在の状態を表すことができる。
□ B  いつもすることを表すことができる。
□ C  している最中のことを表すことができる。
□ D  これからの予定を現在（進行）形で表すことができる。

TASK 書�ある人の職業の説明を聞いて，その職業が何かを英語で答えよう。聞いた説明を書きとって
みよう。

C している最中のことを表す 現在進行形

5  I’m writing an essay for my English class.
6  I think my cat is getting fat.

-GUIDE

5している最中のことを表すときは，現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。
6変化している最中のことや一時的な状態を表すときも，現在進行形を使う。

TASK 話�写真に写っている人を指差しながら，その人（たち）がしていることを英語で表そう。

D これからの予定を表す 現在進行形・現在形：予定

7  My grandmother is visiting us tomorrow.
8  My brother graduates from college this month.

-GUIDE

7これからしようとしている個人的な予定を表すときに，現在進行形を使うことができる。
8現在形を使って，確定している予定を表すこともある。

TASK 対�放課後，または週末の予定について会話をしてみよう。
例 A: What are you doing after class today［this weekend］?
 B:  I’m going to a concert with my sister. I’m really looking forward to it.

TASK 書確定している予定を書いてみよう。
例 The midterm exams start on May 20.

I の例文は参考書『総合英語 be 
4th Edition』と完全一致。併用
学習が効果的です。

活動で用いる３領域「やり取り」
「発表」「書く」をアイコンで表示
しました。

①テーマ文を読む
②意見をまとめる
③グループワーク
のステップをふんで，会話・
発表の発信を行います。

テーマについて，
①穴埋め問題
②作文の形式
で自分の意見を文章で発信
します。

● 1.Start-Up　モデル英文を通して，文法と機能表現を学習

● 2.Interactions　８つの例文で文法の形を学び，活動タスクで定着を図る

● 3.Active Learning　レッスンのテーマについて自己発信する

円滑な英会話のヒント

発信するための論理的な
考え方を解説

文法の導入

機能表現の解説

発音の学習

会話練習

英語らしい表現の解説

早口言葉の練習

達成目標と自己評価

QR コ ー ド を 読
み取ると，音声
や発音の動画を
確認できます。

ひと目でわかる
文法項目

文法項目の達成
目標と自己評価
チェックリストレッスンのテーマについて発信する

のに役立つ語彙・フレーズを紹介

文法項目 A ～ D を①～⑧の基本
例文で学習します。

活動を中心としたタスクで知識と
技能を身につけます。

be Smart I/II

I /II
レッスンで学ぶ文法と機能
表現が含まれたモデル英文

◀︎ I 教科書 p.21

▲︎ I 教科書 pp.22-23

◀︎ I 教科書 p.24



be Sm
art

23

85

LESSO
N

 13

LESSON

13 Trends in Studying Abroad
留学について考える

Rick： I heard that you participated in the summer school 

program that our teacher mentioned last month. 
Aki： Yes. It was a bilingual seminar and camp. Japanese 

high school students and exchange students from 

various countries participated.
Rick：So, in the camp you spoke English and Japanese?

Aki： That’s right. However, not all the exchange students were native English 

speakers.�Trying�to�talk�with�all�of�them�in�English�was�difficult�but�interesting.
Rick：Well, that’s cross-cultural communication, isn’t it? And it’s a necessary skill.

Aki： I agree. Although Japan is becoming more globalized, we still have to work 

hard at cross-cultural communication.
Rick：The program sounds interesting. I wish I had applied for it.

Aki： Yeah. I would like to go again. Maybe when I’m a university student, I can go 

back as a volunteer.

 Answer the questions.
A  1. What kind of students participated in the summer school program?

2. What kind of skill did the participants gain?
B   Have you ever had an interesting cross-cultural experience? If so, what was it?

Try!

名詞節や副詞節を使うxpressionsorms &
I heard that you participated in the summer school program that our teacher mentioned last month.（l.1）

のように，聞いた内容をthat節で表して動詞heardに続けることができる。この場合のthat節は名詞節として動詞
の目的語になっている。
「節」は主語と動詞を含む意味のまとまりのことで，Although Japan is becoming more globalized（l.10）は，主
節（この文ではwe still have to work ...）に情報を加える副詞節として使われている。副詞節には，when I’m a 
university student（l.13）のようにいつのことなのかを表すものもある。「～するときに」「～すれば」のような意味
でこれからのことを表す場合は，副詞節の述語動詞は現在形にする。

＊TASK 1&2（p.87）でこれらの表現を参考に話してみよう。

平叙文の形の疑問文ounds
So, in the camp you spoke English and Japanese?（l.6）は，平叙文の語順のまま疑問符を付けることで疑問文

にしている。文末は上がり口調にして，相手に「～なのですか？」と問いかけるように発話しよう。

ips for Improving Your English
I wish I had applied for it.（l.12）のように，wishに仮定法過去または仮定法過去完了の節を続けて願望を表す

ことができる。この文では過去の事実（実際には申し込まなかった）とは違うことへの願望を表しているので仮定
法過去完了を使っている。

Rick and Aki are talking about a summer school program.Start-Up

5
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SHARE & WRITE

Topic: What are the advantages of learning English?

Step 1:    Individually, list three advantages of learning English. 

You

・
・
・

Group Member 2

・
・
・

Group Member 1

・
・
・
 

Group Member 3

・
・
・

Advantages of Learning English

Step 2:    In groups of four, take turns sharing your ideas from Step 1. Fill in the chart above with 
the ideas of your group members.

Step 3:   Review the ideas in the chart above. Choose two advantages and add more details.

Advantages Further Details

1.

2.

Step 4:   Write a 120-150 word essay on the topic. Organize your essay in four parts: 1) introduction, 
2) 1st advantage to learn English, 3) 2nd advantage to learn English, and 4) conclusion.

The advantages of learning English  
ctive earning

Peer Review
グループのメンバーの活動を評価しよう。
　英語を学ぶ利点について考え，グループで意見交換をすることができた。 3  2  1

　英語を学ぶ利点を具体的にまとめ，自分の意見を120～150語で書くことができた。 3  2  1

ペアでお互いの英文を評価しよう。
　単語  つづりの間違いがある ⇒ ○で囲む    文法  文法・語法に誤りがある ⇒ □で囲む    論理  文と文のつながりが悪い ⇒ 下線を引く
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・attractive
・a destination
・work on a global scale
・aim 

・desire 
・motivate
・apply for
・enroll

・an undergraduate
・registration
・a semester
・a degree

・a credit
・a dormitory
・tuition
・living expenses

CONTEXT for LEARNING

Global Trends in Studying Abroad 
Studying abroad has become a valuable experience for young people enrolled 

in higher education, and prior to the global COVID-19 pandemic, the number 

of students who study abroad had steadily been increasing in recent years. 

Studying abroad is an opportunity for students to access high-quality education, 

acquire skills that may not be taught at home, and get closer to labor markets 

that offer higher returns on education. It is seen as a way to improve their 

opportunities in increasingly globalized job markets. By studying abroad, 

students can broaden their knowledge of other societies and improve their 

language skills.

nteractions Thinking about studying around the world

ocabulary

Figure 1: Host Destination for 
International Students 2020

U.S.

U.K.

Canada

Australia

France

Russia

Germany

Japan

1,075,496

551,496

503,270

463,643

358,331

353,331

302,157

228,403

Figure 2: Countries with the Most 
Students Studying Abroad 2017

China 
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South Korea 

Vietnam 

France 

U.S.

Nigeria

928,090

332,033
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85,251

Figure 3: Number of Students 
from Abroad to Japan
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Figure 4: Countries of Origin of 
Foreign Students in Japan 2020
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・a domestic student
・a scholarship
・a student visa
・be an international player

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  資料を読んで正確に理解し，内容を要約して伝えることができる。
□ B  英語圏の国に留学生が多い理由について考え，話し合うことができる。
□ C  日本への留学生を増やすにはどうするかを考え，話し合うことができる。

CHECK 1 		According to the information on the left page, which one of the following is true?

1  The number of students studying abroad around the world had been falling prior 

to the COVID-19 pandemic.

2  The three most popular study abroad destinations are all English-speaking 

countries.

3  China is the only country that ranks both as a destination country and as a 

country of origin for international students.

4	The number of foreign students in Japan started to increase in 2020.

CHECK 2 		Fill in each blank with the appropriate word referring to the information on the left 
page.

 Studying abroad has become quite popular in recent years. In 2020, the major 

destinations of international students were the U.S., the U.K., ( ), and 

Australia. The number of foreign students in Japan also continued to increase. 

Students from ( ) accounted for the largest percentage of foreign students in 

Japan. However, in ( ), the number decreased due to travel restrictions as a 

result of the global spread of COVID-19.

TASK 1 対 According to Figure 1, the most popular 

destinations for international students were 

English-speaking countries. In pairs, discuss 

what the reasons were. 

TASK 2 対 In pairs, discuss what Japan should do in 

order to attract more students from abroad.

-GUIDE

・ 留学の意義について，左ページの資料ではStudying abroad is an opportunity for students to access 
high-quality education, acquire skills that may not be taught at home, and get closer to labor 
markets that offer higher returns on education.（l.5）と示されている。TASK 2では，海外の学生が
日本で学びたいと思うようにするためにはどうすればよいかを，まずこの３点から考えてみよう。

5

10

活動の基礎となるアイデアや
情報を，重要⽂法事項を含ん
だ会話やパラグラフで学ぶこ
とができます。

● 1.Start-Up　各課のテーマの導⼊となる会話やパラグラフを学習

● 2.Interactions　図表を含む資料の内容を CHECK で確認，活動タスクで発信

● 3.Active Learning　⾃由英作文に無理なく取り組める４Step を提案

内容理解

⽂法説明

発話の注意点

論理展開

Step 1: アイデア出し

Step 2: アイデアの共有

Step 3: アイデアの整理

Step 4: Writing!

左頁で
インプット

活動タスクに
役⽴つ表現を
紹介

活 動 タ ス ク に
役⽴つ語彙・フ
レーズを紹介

III
be Smart III

⼤学⼊試や英検で出題される，
さまざまな形式の⾃由英作文
に対応した Topic をご⽤意し
ています。

右頁で
アウトプット

English Logic and Expression I・II・III

be Smart/Clear

▲︎ III 教科書 pp.86-87

◀︎ III 教科書 p.85

◀︎ III 教科書 p.88

左頁の内容
理解を確認
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NTERACTIONS 自分のことや身近な人のことを話す
A 現在の状態を表す 現在形：状態動詞

1  I like cats very much.
2  My uncle has two cars.

-GUIDE

1「～が好きだ」「～だと思う」のように現在の心理的な状態を表すときは，動詞の現在形を使う。
2「～を持っている」「～に住んでいる」のように現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK イラストに合うように，与えられた動詞を使って英文を完成させよう（否定文にする場合もある）。

［  resemble / like / 
live / believe /  
have / wear ］

　I have a little brother and two sisters. My brother still (　　　) in ghosts, so he 

(　　　) haunted houses. My sisters are twins and really (　　　) each other. They 

sometimes (　　　) the same clothes. My grandfather (　　　) in Okinawa. He 

(　　　) a dog and takes it for a walk every morning.

TASK 話上のCHECKを参考にして，自分の家族を紹介しよう。

B いつもすることを表す 現在形：動作動詞

3  I usually get to school at 8:30.
4  My mother teaches biology at a high school.

-GUIDE

3繰り返しすることや習慣になっていることを表すときは，動詞の現在形を使う。usuallyのような副詞を
使うと頻度を表すことができる（always > usually > often > sometimes > rarely > never）。
4職業や習性，話す言語などを表すときも，動詞の現在形を使う。

CHECK 父親のことについて書いた高校生の文章を完成させよう。
　My father (　　　) for a car company. He likes cars, but he rarely (　　　). He gets 

up very early in the morning and (　　　) home at seven. He (　　　) the bus and 

the train to work. He usually (　　　) home before dinner. He works very hard.

⇒ CTIVE LEARNINGの WRITE の活動（p.24）で， Bの表現を活用しよう。

OCABULARY

・be good at（～が得意である）
・resemble（～に似ている）
・be a graduate of（～の卒業生である） 
・come from（～出身である） 

・walk to school（徒歩通学する）
・work for （～で働く）
・get up at （～時に起きる）
・brush one’s teeth（歯を磨く）

・get dressed（着替える）
・have［eat］ breakfast（朝食をとる）
・leave for school（学校に出かける）
・get to school（学校に着く）
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C している最中のことを表す 現在進行形

5  I’m writing an essay for my English class.
6  I think my cat is getting fat.

-GUIDE

5している最中のことを表すときは，現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。
6変化している途中のことや一時的な状態を表すときも，現在進行形を使う。

CHECK 2人の会話を聞いて，空所を埋めよう。
Kenta and Andy are talking on the phone.

Kenta: What are (　　　) (　　　)? 
Andy: (　　　) (　　　) a poster for my presentation. I have to finish it tonight, but I’m

 (　　　) tired.
Kenta:  That’s too bad. Tom and I (　   ) (　   ) games online now, but we can help you.
Andy: Really? That’s very kind of you!

TASK 対�上のCHECKの会話を参考にして，電話をかけているという設定で会話をしてみよう。その際，
時間帯は休日や夜など自由に設定しよう。

-GUIDE

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。
・I see.（なるほど）　・Yes, indeed.（確かに）　・I think so, too.（私もそう思います）　
・I can’t believe it!（信じられない!）　・Really?（本当？） 　・No way!（ありえない!）

・That’s nice［good / great / wonderful / fantastic］!（すばらしい!）　・That’s too bad.（それはお気の毒に）
・I’m sorry to hear that.（それは残念です）　・You’re kidding!（冗談でしょ!）　・Are you serious?（本当に?）

D これからの予定を表す 現在進行形：予定

7  My grandmother is visiting us tomorrow.

-GUIDE

7これからしようとしている個人的な予定を表すときに，現在進行形を使うことができる。

TASK 対今日の午後，または週末の予定について会話をしてみよう。
例 A: What are you doing after class?

 B: I’m meeting Chris to talk about our plan for this weekend.

 A: Are you going somewhere?

 B: Yes. We are going cycling.

・do club activities（部活動をする）
・go to cram school（塾に行く）
・come［get］ home（家に帰る）
・a haunted house（お化け屋敷）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在の状態を表すことができる。
□ B   いつもすることを表すことができる。
□ C   している最中のことを表すことができる。
□ D  これからの予定を現在進行形で表すことができる。

be Clear 構成

　1st Zoneでは，自分のことや身近な人のことを話すことができる
ようにします。自分や家族のことを紹介したり，週末や休日にしたこ
と，今後の予定，旅行の思い出，そして学習や課外活動について話し
たりします。

　ペアやグループで会話をするときは，相手の話をよく聞いて，それ
に反応したり問いかけたりすることで会話が続くようにしましょう。文

章を書いたり発表したりするときは，自分の伝えたいことが伝わるよ
うな正しい英語になっているかどうか，相手に伝わるような話し方が
できているかどうかも意識しましょう。このZoneでは，いつのこと
を表すのかに注意して，英語の動詞を正しい形で使えるようにします。

1st Zone

LESSON 1  自分のことを話す
LESSON 2  休日・週末にしたことを話す 
LESSON 3  予定について話す
LESSON 4  旅行について話す  
LESSON 5  学習・課外活動について話す

自分のことや身近な人のことを話す
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1
LESSON Meeting People

自分のことを話す

学校の近くで，登校中のMikeとShotaが会いました。Start-Up

Mike：  Good morning, Shota!
Shota：  Oh, good morning, Mike! Do you walk to  

school?
Mike：  No. I live far from here, so I usually  

take the train. It takes about an hour. 
Shota：  An hour? Wow! I live nearby, so I can walk  

to school. It only takes ten minutes.
Mike：  Oh, really! You’re lucky! I don’t like the long train ride.

相手からの問いかけに答えたら，もう 1つ情報を加えましょう。会話
にリズムが生まれ，その情報をもとにさらに会話を発展させることができます。

Tips for Better Communication

現在のことは現在形で表すORMS
　現在のことを伝えるときには，動詞の現在形を使います。現在形を使うと，住んでいる所のような
現在の状態や，いつもすることを表すことができます。
I live far from here.
I take the train.
このような文の動詞の現在形が表すのは，「今」を中心として，過去から現在，そして未来へと広がる
時の範囲です。Do you walk to school?であれば，今現在だけのことではなく，「いつも徒歩通学な
の？」とたずねているのです。

あいづちで関心を示すXPRESSIONS
　Oh, really! のようなあいづちを打つことで，「そうなんだ!」と相手の話に関心をもっていることを
伝えることができます。Really?なら「そうなの?」というニュアンスです。
例 “I got a new smartphone yesterday.” “Really? The newest model?”  

/l/と/r/の発音OUNDS
　/l/は舌先を上の歯茎にあてて発音し，/r/は舌先をどこにもつけず舌全体をうしろに引いて発音
します。
　話 live, lucky, like, long, play, usually, only, school / really, ride, from, train, friend, free, every
　　 light / right，lead / read，glass / grass，collect / correct

ALK
会話の内容を確認し，MikeとShotaになりきって会話をしてみよう!

「（学校には）電車で来ます」と言うとき，交通手段を表すbyを使ったI come to school by train.でも通じ
ますが，I take the train.とすると英語らしい表現になります。バスや自転車ならI take the bus. / I ride my bike
［bicycle］.という表現を使います。徒歩通学であればI walk to school. が自然な表現です。

Pick-Up

CTIVE LEARNING

24

Introducing Yourself  

自分のことを伝えるときに，I like playing the piano. I read many books.のように事実を並べるだけではつなが
りのない文章になってしまいます。I like playing the piano. I really love classical music. のように前の文につな
がるような情報を加えるなど，文と文の関連を意識して，まとまりのある文章にしましょう。

OGICAL THINKING

クラスメイトのことを紹介しようSHARE

クラスメイトにインタビューして情報を集めよう。
例 Which junior high school did you go to?

How do you come to school?
What do you do in your free time?
What is your favorite sport［food/color］?

 インタビューしたクラスメイトのことをメモしよう。
 went to .

He/She  to school.
He/She  in his/her free time.
His/Her favorite .

 グループになって，インタビューしたクラスメイトのことをほかの人に紹介しよう。
聞き手はそれぞれの発表について，感想を言ったり質問したりしよう。

「朝の習慣」について書こう BWRITE

自分が朝していることを書き出そう。
例  I get up at 6:00. I get dressed. I eat breakfast.  
I ride my bike to school. It takes fifteen minutes.

 接続詞（and, but, when）や副詞（first, then）などを使って，時間の流れにそって自分の朝の
習慣を文章にしてみよう。
例  I usually get up at 6:00. First, I get dressed and then take my dog for a walk. After 

that, I eat breakfast and brush my teeth. Then I leave for school at 7:15. 

Self-Check
インタビューしたクラスメイトを紹介することができた。 3  2  1

朝の習慣について，時間の流れにそって書くことができた。 3  2  1

3：よくできた。 2：まあまあできた。 1：あまりできなかった。

レッスンで学ぶ文法と機能
表現が含まれたモデル英文。

I の例文は参考書『総合英語 be 
4th Edition』と完全一致。併用
学習が効果的です。

活動で用いる３領域「やり取り」
「発表」「書く」をアイコンで表示
しました。

スモール・ステップで，グ
ループワークを中心とした
会話や発表を行います。

テーマについて自分のこと
や自分の意見を文章で発信
します。

● 1.Start-Up　会話を通して，文法と機能表現を学習

● 2.Interactions　７つの例文で文法の形を学び，活動タスクで定着を図る

● 3.Active Learning　レッスンのテーマについて自己発信する

発信するための論理的
な考え方を解説

文法の導入

機能表現の解説

発音の学習

会話練習

英語らしい表現の解説

達成目標と自己評価

QR コ ー ド を 読
み取ると，音声
や発音の動画を
確認できます。

文法項目の達成
目標と自己評価
チェックリストレッスンのテーマについて発信する

のに役立つ語彙・フレーズを紹介

文法項目 A ～ D を①～⑦の基本
例文で学習します。

文法の確認問題と活動を中心とし
たタスクで表現力を身につけます。

be Clear I/II

ひと目でわかる
文法項目

活用できる機能
表現

I/II

◀︎ I 教科書 p.21

◀︎ I 教科書 p.24

▲︎ I 教科書 pp.22-23

円滑な英会話のヒント
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SHARE & WRITE 新エネルギーを推進しよう
　You have been selected as a member of a project to promote a 
renewable energy source. Think about which renewable energy 
source should be promoted. In the steps below, examine the 
advantages and disadvantages of that renewable energy source 
and then write your opinion.

Step 1:  Organizing 以下のエネルギー源から1つ選び，その利点と欠点を調べて書こう。（p. 61参照）
[ solar power / wind power / hydropower / biomass power / geothermal power]

  I would like to promote (                         ) as a renewables energy source. 

Advantages Disadvantages

・

・

・

・

・

・

Step 2:  Sharing ペアまたはグループで，自分の選んだエネルギー源の利点と欠点について述
べ，利点が欠点を上回るための解決策を話し合おう。 

Step 3:  Writing 推進したいエネルギー源の利点と欠点にふれ，推進する理由もそえて，以下のよ
うな構成で，自分の意見を120語程度で書いてみよう。 
1導入→ 2利点→ 3欠点（＋それでもそのエネルギー源を推進する理由）→4結論

ConclusionDisadvantagesAdvantagesIntroduction

逆接の表現  but, however, otherwise, whereas, while, meanwhile, nevertheless, yet
逆接の表現  ⇒but は接続詞でhoweverは副詞。使い方が異なる点に注意しよう。

Advantages and Disadvantages  
ctive earning

Self-Check
推進したいエネルギー源について，利点と欠点を挙げることができた。 3  2  1

そのエネルギー源の利点や，欠点の解決策について意見交換することができた。 3 2 1

再生可能エネルギーを推進するための意見を120語程度で書くことができた。 3  2 1

・save electricity（節電する）　・turn[switch] off a light（明かりを消す）　・replace A with B（AをBに切り替える）
・reheat the bath water（追いだきする）　・make it a rule to do（～するようにしている）　・a refrigerator（冷蔵庫）
・leave ... on（…をつけっぱなしにする）e.g. leave the lights on, leave the air conditioner on
・shorten the time of（～の時間を短縮する）　・live off the grid（オフグリッド生活をする）　・preservation（保護）

ocabulary

nteractions Talking about the Environment

CONTEXT for LEARNING

High School Students and the Environment
Three hundred high school students were 

asked about environmental issues, and the 
results were a little unexpected.

As Graph 1 shows, when they were asked 
if they are concerned about the environment, 
54.4% said they are “very concerned” or 
“somewhat concerned,” while 23.4% are 
( a ). Surprisingly, more than 20% of the 
students have no opinion about this.

Looking at Graph 2, we can see that students are most interested in climate 
change. They are more interested in the ( b ) issue than in food loss. 

According to Graph 3, separating garbage is what students are doing 
most to preserve the environment (24.8%). While 18.2% of the respondents 
are careful about saving electricity and water, only 1% of them carry their 
own water bottles to help reduce waste, and 12.9% of them （ c ） for the
environment. 

It seems clear that awareness of environmental issues is high, which is 
great. However, awareness alone is not enough to protect the environment. 
Action is also needed.

環境問題への関心について調査結果を見てみよう

Graph 1: Concern for the 
Environment

Somewhat 
concerned  

40.7%

No opinion 
22.2%

Not Very 
concerned  

14.7% 

Not concerned at all
8.7%

Very 
concerned 

13.7%

（Graph1, 2, 3）日本総研，「若者の意識調査」（2020）を基に作成

24.7％

7％

4.4％

3.4％

2％

Climate change

Energy

Food loss

Plastic waste

Forest preservation

Graph 2: Issues of Greatest Concern

24.8％
18.2％

11.9％
10.5％

8.0％
6.7%

1.0%

12.9%

Separate garbage

Save electricity and water

Refuse plastic bags

Recycle and reuse things

Use eco-bags

Use public transportation

Carry own drink bottles

Do nothing special

Graph 3: What They Do for the Environment
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・concern about [for]（～への心配，関心）
・be concerned（心配している，関心がある）
・an electrical appliance（電化製品）
・a LED lighting device（LED照明器具）

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A   名詞をうしろから説明する表現を理解し，使うことができる。
□ B   環境への意識調査に関する英文やグラフの概要を話すことができる。
□ C  環境保護のためにすべきことについて，自分の意見を話すことができる。

CHECK 1 左ページの資料について以下の設問に答えよう。
Fill in the blanks (a), (b), and (c) with the appropriate words below.

a. 1 not very concerned   2 very concerned   3 not very concerned or not concerned at all

b. 1 forest preservation   2 energy   3 plastic waste

c. 1 refuse plastic bags   2 use reusable bags   3 do nothing in particular

CHECK 2 ペアになって英語で話しながら，以下の設問に答えよう。
1.  According to the article, which one of the following is true?

1 Few students make an effort to separate garbage to protect the environment.

2  One of the environmental issues students are concerned about is food loss.

3  The questionnaire was given to high school students who are eager to resolve

environmental issues.

2.  Correct the underlined words if necessary.

1 The writer says that awareness is needed to protect the environment.

2  As shown in Graph 2, fewer students are interested in plastic waste than in

forest preservation.

3  About one student out of three tries to preserve the environment either by 

refusing plastic bags or by using their own bags.

TASK 1 書 �オフグリッド生活（p.50参照）のメリットとデメリットを挙げ，将来自分がオフグリッド生活をしたい
かどうか書いてみよう。

TASK 2 対 �環境保護のために何をするべきだと考えますか。ペアになって，以下
の主張から１つ選び，賛成か反対か話してみよう。

・Shops should stop giving out disposable chopsticks.

・We should recycle old things instead of buying new things.

・The Japanese government should limit the amount of water we use.

＊Tips for building your vocabulary 2（p.62）参照

-GUIDE

■ グラフを使って調査結果に関する発表をするときは，As Graph 1 showsやAccording to Graph 3の
ような表現を使って，どのグラフに言及しているのかがわかるようにする。
■ whileは「…なのに対し」という意味で，対照的な結果を伝えるときに使うことができる。
■ 調査結果からわかったことについて自分のコメントを加えるときは，It seems clear that awareness
of environmental issues is high, which is great.のような表現を使うことができる。

⾔語活動の基礎となるアイデア
や情報を，会話やパラグラフで
学ぶことができます。

● 1.Start-Up　各課のテーマの導⼊となる会話やパラグラフを学習

● 2.Interactions　図表を含む資料の内容を CHECK で確認，活動タスクで発信

● 3.Active Learning　アイデアを整理して SHARE し，WRITE につなげる

内容理解

⽂法説明

発話の注意点

論理展開

Step 1: Organizing アイデアの整理

Step 2: Sharing　　アイデアの共有

Step 3: Writing

Step 4: Self-Check

左頁で
インプット

左頁の内容
理解を確認

活動タスクに
役⽴つ表現を
紹介

活 動 タ ス ク に
役⽴つ語彙・フ
レーズを紹介

be Clear III

さまざまな Topic についての
ライティングで論理展開を学ぶ。
英検対策にも。

右頁で
アウトプット

III
English Logic and Expression I・II・III

be Clear

▲︎ III 教科書 pp.52-53

◀︎ III 教科書 p.51

◀︎ III 教科書 p.60
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be Smart/Clear

生徒用教材

充実のラインアップで毎日の授業を  サポート生徒用教材・指導資料

II：本冊 48 頁，解答・解説書 32 頁／ III：本冊 80 頁，解答・解説書 64 頁
I：本冊 72 頁，解答・解説書 36 頁／

I：本冊 128 頁，解答・解説書 36 頁／ II：本冊 68 頁，解答・日本語訳 32 頁

本冊 88 頁，解答・問題文訳 40 頁 本冊 80 頁，解答・問題文訳 36 頁

II：本冊 48 頁，解答・解説書 24 頁／ III：本冊 64 頁，解答・解説書 48 頁
I：本冊 68 頁，解答・解説書 36 頁／

I：本冊 120 頁，解答・解説書 36 頁／ II：本冊 64 頁，解答・日本語訳 32 頁

Essential Grammar Book I

Grammar Book I／II

Workbook I／II／III

・教科書の例文を使い，文法解説と演習を見開きでコンパクトにまとめた補助教材

・教科書の文法解説と演習問題をより充実させた内容の補助教材

・教科書の学習項目を使って表現力を強化するためのワークブック
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指導書本冊

Teacher’s Book（朱書本）

補助プリント

小テスト・評価問題

1

2

3

4

指導用データ DVD-ROM5

指導者用音声 CD I（各 8 枚組）／II（各 6 枚組）／III（各 4 枚組）

・各課の例文，リスニング問題，コラムページの音声などを収録

♪

①各課小テスト
②評価問題
③教科書和訳
④教科書本文データ
⑤語順トレーニング（5 文型）
⑥ Introduction 練習シート

⑦ Grammar 導入シート
⑧ CHECK-TASK ワークシート
⑨ SHARE ワークシート
⑩ WRITE ワークシート
⑪例文暗唱シート
⑫ VOCABULARY 確認シート
⑬ Grammar 練習シート
⑭ディクテーション・シート

⑮指導用パワーポイント
⑯シラバス・評価基準（ルーブリック）
⑰テストクリエイター
⑱フラッシュカード
⑲教科書画像データ
⑳生徒配布用解答

教科書リスニング問題音声
QR コードリンク先リスト

DATA

指導資料

指導資料セット  I／II／III

充実のラインアップで毎日の授業を  サポート

My English Portfolio I／II
・教科書の例文を参考にして，自分のことばで英文を書くための書き込み式練習 & 自己表現ストック帳

生徒用音声 CD I（各 2 枚組）／II（各 2 枚組）／III（各 2 枚組）

・生徒が予習・復習に使用できる CD

・授業で活用していただけるさまざまな目的に対応した指導資料　※ IIIは❶❷❺のセットになります。

♪

I：本冊 56 頁， 解答書 28 頁／ II：本冊 40 頁， 解答書 16 頁 I：本冊 48 頁， 解答書 24 頁／ II：本冊 40 頁， 解答書 16 頁

■ DVD 収録内容（I）

English Logic and Expression I・II・III

be Smart/Clear



28

コミュニケーションの実践を通して，文法力，発表力，文章力を育む学習を
　母語でも外国語でも，良好な人間関係をつくっていくには，柔軟なコミュニケーション力が欠かせません。私たちは日
常のコミュニケーションを，お互いの人間関係をつくるために行っています。あいさつをしたり，自己紹介をしたりする
のも，その一環です。また，すでに人間関係ができている相手とも，その関係を維持したり，さらによくしたりするため
のコミュニケーションが必要です。
　そうしたなか，「論理・表現」という科目を通じて，高校生に，どのような力を育んでもらえばよいのでしょうか。コミュ
ニケーション能力という観点から学習者の力を引き出し，伸ばしていくことが重要ではないでしょうか。文法は，英語で
コミュニケーションを行う場合に必要な，最も基本的な要素の 1 つです。しかし，文法のルールを知っていても，それだ
けでうまくコミュニケーションがとれるとはかぎりません。円滑なコミュニケーションを行うためには，相手を理解しよ
うとする態度を示し，実際の状況にできるだけ合致した言い方や応答の仕方を工夫することが大切です。むろん，これは
話し言葉でも書き言葉でも当てはまります。このことを学習者が意識すれば，相手に伝わる英語を学ぶことが必要だとい
うことがわかり，「通じる」という体験を重ねることによって，人との豊かな人間関係を作っていくことにつながるのです。
そして，本当の意味で実用性をもった，コミュニケーションで役に立つ英語学習ができるようになります。

高校生に「伝わるよろこび」を味わってほしい
　また，「英語が通じる！」「英語で伝わった！」というよろこびは，強いモチベーションとなり，英語を学習する意欲の
推進力となります。そのため，英語指導では，評価の仕方も，ただ単に，綴りや文法があっているといった部分だけでは
なく，「通じる」という側面から評価することも重要です。それは，学習者に，英語でコミュニケーションを行うことによ
る成功体験や伝わるよろこびを味わってほしいからなのです。
　Harmony English Logic and Expression I・II・Ⅲを編集するにあたって，私たちはこのような思いをもって作業に
携わってきました。本教科書を通じて，高校生が英語でのコミュニケーションの実践に触れ，文法形式を理解するだけで
なく，「英語が通じる！」「英語で伝わった！」という体験を，たくさん重ねていってもらえることを願っています。

　  高校生に「英語で伝わるよろこび」を！ 
立教大学名誉教授　平賀 正子

Harmony

論 I  716  論 II 715 論 III 711

レベル

判　型

本文 I

本文 II

本文 III

基礎

AB 判

128 頁

112 頁

104 頁

論理・表現Ⅰ・ⅠⅠ・ⅠⅢ

English Logic and Expression I・II・III

平賀 正子	 立教大学名誉教授	 鈴木 希明	 中京大学特任講師

伊藤　清	 名古屋中学校・高等学校教諭	 川又 克己	 渋谷教育学園幕張中学校・高等学校教諭	 萱原 雅弘	 元東京家政学院大学教授

田中 孝典	 静岡県立焼津中央高等学校教諭	 谷口 幸夫	 明星大学講師・達セミ Hybrid 代表	 前中　猛	 白陵中学校・高等学校教諭

著作者 

English Logic and Expression I・II・III

著者の
メッセージ 

詳細は HP へ
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Making Plans

□ do my best （自分の）全力をつくす

□ weather 名 天気

□ get dark 暗くなる

□ cancel 動 ～を中止する

□  「～します／～するだろう」と伝えることができる。（will＋動詞の原形）

□  「～するつもりだ／～しそうだ」と伝えることができる。（be going to＋動詞の原形）

□  「～したら／もし～なら」という想定を伝えることができる。（When/If＋主語＋現在形, ...）

□   疑問詞を適切に使って，詳しい情報をたずねることができる。

A

B

C

Expressions

到達度を自己評価してみようSELF - CHECK

Task 3 イラストを参考に，各地の週末の天気を予測しよう。

（例）It’s going to be snowy in Sapporo this weekend.

〈When/If＋主語＋現在形, ....〉
C「～したら／もし～なら」などと未来の想定を伝える

⑤ We’ll start the meeting when Yuki comes back. ユキが戻ってきたら，ミーティングを始めます。

⑥ If it is warm tomorrow, Yuki and I will go to the zoo. もし明日暖かければ，ユキと私は動物園に行きます。

⑤「～したら」と未来の時点でのことを想定する場合，when のような接続詞のあとでは動
詞の現在形を使う。

⑥「もし～なら」と条件を示す場合も，if のあとの動詞を現在形にする。

F-Guide

Task 4 イラストを参考に，与えられた語句のまとまりを適切な接続詞でつなぎ，未来のことを表す文をつくって
みよう。下線部の動詞は原形なので，必要に応じて正しい形に変えること。

（例）You will win the game if you do your best.
 If you do your best, you will win the game.

you do your best / the weather be bad / it get dark / you finish 
your homework

before / if / when　※複数回使用可

使われる接続詞：
when, after, before, until, 
by the time など

例 ⑴ ⑵ ⑶

you win the game come home we cancel the picnic Let’s play video games

LESSO
N 3
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３つの特長3

①導入→②定着→③発展の 3 ユニット構成
①文法を含むモデル会話→②文法解説と Task →③文法を使った自己発信活動という流れで論理
　と表現の力が身につきます。

ワイドな紙面を生かしたイラストと活動
マンガ形式のモデル会話例で自然な表現を楽しく学ぶことができます。また，文法定着のための
Task には多くのイラストや言い換え可能な箇所の例を示しました。

学習上の目標をわかりやすく表示
文法項目と発信活動の目標を SELF-CHECK として掲載。達成度を評価しながら，目標を意識して
学習を進めることができます。

1

2

3

You and the People around You

「（今）～している最中だ」と伝えるC 現在進行形〈am/are/is -ing〉

⑤ I’m waiting for the school bus. 私はスクールバスを待っている。

⑥ My cat is getting fat these days. 私の猫は最近太ってきている。

⑤「（今）～している最中だ」という，行われている最中の動作を表すときは，現在進行形
〈am/are/is＋動詞の ing 形〉を使う。 Aのような状態を表す場合は進行形にしない。

⑥変化している最中のことを表すときも，現在進行形を使う。

F-Guide

Task 3
ペアになって，イラストの人物が
何をしているのか話してみよう。

（例）A: What is Tim doing?
 B: He is drinking water.

Task 2 ペアになって，下のイラストから 1つ選び，自分がいつもすることなら“I ....”，しないことなら“I don’t ....”
と書き出してパートナーに伝えよう。パートナーはE-Guide を参考に，あいづちを打って反応しよう。

（例）A: I play video games every day.
 B: Really?  Me, too.

□ water 名 水

□ draw a picture 絵を描く

□ swim in the pool プールで泳ぐ

□ basketball 名 バスケットボール

□  自分や身近な人・ものの現在の状態を伝えることができる。（現在形｜状態動詞）

□  自分や身近な人がいつもすることを伝えることができる。（現在形｜動作動詞）

□  今している最中のことを伝えることができる。（現在進行形）

□   相手の話の内容に合わせて適切なあいづちを打つことができる。

A

B

C

Expressions

到達度を自己評価してみようSELF - CHECK

get up at＋時刻drink coffeeplay video games

E-Guide あいづち
□ Sure.「もちろん，そうだよ」 □ Really?「そうなの？，本当に？」

□ I see.「なるほど」 □ Me, too.「私も」

□ That’s nice[good/great].「それはいいね」 □ That’s too bad.「それは残念だね，気の毒に」

例

⑶

⑴

⑷

⑵

⑸

Cindy

Peter and Emily

Norah

Josh and Susan

Tim

Adam

例 ⑴ ⑵
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Active Learning　自己紹介

Share 自己紹介をする

Write 自己紹介の文を書く

●自分のことを説明する英文を書くことができた。 ₃  ₂  ₁
●示された展開にそって自己紹介をすることができた。 ₃  ₂  ₁
●グループのメンバーとアイコンタクトをとりながら話すことができた。 ₃  ₂  ₁

到達度を自己評価してみよう　₃…◎，₂…○，₁…△SELF - CHECK

次の文章を参考に， 5 文以上で自己紹介を書いてみよう。

Hints for Logical Writing

自己紹介では名前やニックネーム，
出身校などの自分についての〈大
まかな情報〉，次に興味のあるこ
とや将来の計画など自分をよく
知ってもらうための〈より個人的
な情報〉という順で書くと，伝わ
りやすくなります。

グループになって，次の手順を参考に， 1 人ずつ自己紹介をしよう。

 Hello, everyone.  My name is Yamada Sakura.  I 
went to Nakahata Junior High School.  I like 
K-pops.  My favorite singer is JJ.  I want to visit 
Korea some day.  Nice to meet you.

あいさつ

大まかな情報

1

2

より個人的な情報3

あいさつ4

Plus 2  住んでいる場所についてひと言プラス。（I live in Kagawa.  It’s famous for udon.）
 好きなもの・ことについてひと言プラス。（I want to join the school tennis club.）
 ＋家族やペット，趣味についてひと言。（I have a white cat, and her name is Momo.）
3

	 Hi,	everyone.
	 名前や（あれば）ニックネーム
 My	name	is	Sato	Hinata.		Please	call	me	Hina.
 出身校，住んでいる場所など

	 I	went	to	Sakura	Junior	High	School.
	 I	live	in	Nanairo	City.

	 好きなもの・ことなど
 I	like	tennis	very	much.
	 Nice	to	meet	you.

1

2

3

4
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セルフチェック欄

セルフチェック欄

各レッスンの目標
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レッスンタイトル 文　法

5

6

7

１

2

3

4

13

14

15

Harmony I・II・III 目次

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

Meeting New People

Being in Trouble

What’s SDGs?

Great Achievements

Climate Change

Food Waste

Water Problem

Last Weekend

Weekend Plans

A Short Trip

Are You All Right?

School Rules

Things Japanese

To Keep Fit

Talking about Dreams

Our Future Devices

Talking about Likes and 
Dislikes

Reporting Something 
Unusual

■ 2nd Zone　日々の生活のことを話す

■ 3rd Zone　したいことやしていることを話す

■ 4th Zone　説明する・自分の考えを話す

■ 1st Zone　自分のことや身近な人のことを話す 

A  不定詞（名詞用法｜主語・補語）
B  不定詞（名詞用法｜目的語）
C  不定詞の主語・否定形

A  不定詞（形容詞用法）
B  不定詞（副詞用法｜目的）
C  不定詞（副詞用法｜原因・根拠）
A  〈動詞＋人＋ to do〉 
B  使役動詞
C  知覚動詞

A  動名詞（主語・補語）
B  動名詞（目的語）
C  動名詞の主語・否定形

A  分詞（限定用法）
B  分詞形容詞
C  分詞（叙述用法）

A  〈get/have ＋名詞＋過去分詞〉
B  〈see/hear ＋名詞＋分詞〉
C  分詞構文

A  関係代名詞（主格）
B  関係代名詞（目的格）
C  関係代名詞〈what〉

A  関係副詞〈where〉
B  関係副詞〈when〉
C  関係副詞〈why/how〉
A  比較｜原級
B  比較｜倍数・分数表現
C  比較｜比較級

１

５

９

2

６

10

3

７

11

4

８

12

During Spring Vacation

Disaster Prevention

World Peace

Culture and Perception

My Favorite Star

Town Planning

Volunteering Abroad

World News

My Career Path

Foods and Culture

Health and Lifespan

Be Yourself

Talking about Japanese 
Culture

ICT and Universal Design

If the World Were ...

レッスンタイトル

■ 1st Zone

■ 2nd Zone

■ 3rd Zone

■ 4th Zone

A  現在形（状態動詞）
B  現在形（動作動詞）
C  現在進行形〈am/are/is -ing〉

A  過去形（状態動詞・動作動詞）
B  過去進行形〈was/were -ing〉
C  現在とは異なる過去の習慣・状態

A  〈will＋動詞の原形〉
B  〈be goi ng to ＋動詞の原形〉
C  〈When/If ＋主語＋現在形 , ....〉

A  現在完了形（完了・結果）
B  現在完了形（経験）
C  現在完了形・現在完了進行形（継続）

A  can/be able to/may
B  must/have to/should
C  Will you ...?
A  can/may（可能性・推量）
B  must/should（確信・推測）
C  〈助動詞＋ have ＋過去分詞〉
A  受動態〈be ＋過去分詞〉
B  受動態の疑問文
C  〈be ＋過去分詞＋ by 以外の前置詞〉

A  比較｜最上級
B  比較｜最上級を使う表現
C  比較｜比較を使う表現

A  仮定法過去
B  〈wish / if only ＋仮定法〉
C  〈as if / It’s time ＋仮定法〉
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レッスンタイトル 文 法・活 動 文　法

Harmony

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

My Hometown

The Place I’d Like to Live

Designing “Future Cities”

Refreshing Our Minds and 
Bodies

Study Struggles

Choosing a Career Path 

Extreme Weather around the 
World

Working to Solve Energy 
Problems

For the Future of Our Planet

What’s Ethical Shopping?

Global Economic Inequality

Sustainable Economic 
Growth

Why We Learn Foreign 
Languages

Communication in the Digital 
Age

Online Learning

文　法

Interaction with Society

Globalization and Identity

Perception and Communication

A  現在形
B  過去形・used to
C  未来のことを表す表現

活動

活動

活動

活動

活動

文法

文法

文法

文法

文法

文法

文法

文法

文法

文法

関係詞

不定詞・前置詞句

プレゼンテーション

形容詞・副詞

比較

スピーチ

動詞の時制

関係詞

 ディベート

接続詞・接続表現

仮定法 

プレゼンテーション

強調構文・倒置

省略

ディベート

A  不定詞（名詞用法）
B  不定詞（形容詞用法）
C  不定詞（副詞用法）

A  関係代名詞（主格・目的格）
B  関係代名詞〈what〉
C  関係代名詞（非限定用法）

A  hardly/rarely
B  部分否定・全否定
C  付加疑問・間接疑問

A  現在完了形（完了・結果，経験）
B  現在完了形（継続）
C  過去完了形（完了・結果，経験，継続）

A  〈形容詞＋不定詞〉
B  〈seem ＋不定詞〉
C  程度を表す不定詞 

A  関係副詞〈where/when〉
B  関係副詞〈why/how〉
C  関係副詞（非限定用法）

A  can/may（可能・可能性・推量）
B  must/should（義務・望ましい行動・推量）
C  〈助動詞＋ have ＋過去分詞〉

A  動名詞
B  動名詞の完了形・受動態
C  不定詞と動名詞  

A  比較（原級・比較級・最上級）
B  差・倍数の表現
C  比較を使う表現 

A  〈insist/demand（that）＋主語＋（should ＋）動詞の原形〉
B  無生物主語の構文
C  強調構文 

● Harmony Ⅰは時制～仮定法までの基本的な文法項目を網羅。
● Harmony ⅡはⅠと同様の文法配列で，Ⅰの未習項目（過去完了，関係詞の非限定

用法など）＋発展項目を追加。
● Harmony Ⅲは３レッスン（表現のための文法２レッスン＋大きな活動１レッスン）

を１つの Zone として構成。

A  受動態〈be ＋過去分詞〉
B  助動詞を含む受動態，受動態の完了形
C  〈be ＋過去分詞＋ by 以外の前置詞〉

A  分詞（限定用法・分詞形容詞）
B  〈SVO ＋分詞〉
C  付帯状況・分詞構文 

A  仮定法過去・仮定法過去完了
B  過去のこと＋現在のこと
C  仮定を表す表現 

A  時制の一致
B  直接話法・間接話法
C  〈ask ＋人＋ if/whether ... / ask ＋人＋ to do〉

Talking about Your Daily Life

English Logic and Expression I・II・III
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Harmony I・II・II I 構成

● 1.Start-Up　会話を通して，文法と機能表現を学習

● 2.Interactions　６〜 10 の例文で文法の形を学び，活動タスクで定着を図る

● 3.Active Learning　レッスンのテーマについて自己発信する

円滑な英会話のヒント

文法の導入

機能表現の解説

発音の学習

会話練習

達成目標と自己評価

QR コ ー ド を 読
み取ると，音声
や発音の動画を
確認できます。

Harmony I・II

高校生によるモデル会話。
レッスンで学ぶ文法と機能
表現が含まれています。

I の 例 文 は 参 考 書『 総 合 英 語
Harmony New Edition』 と 完
全一致。併用学習が効果的です。

レッスンのテーマについて発信する
のに役立つ語彙・フレーズを紹介

知っておきたいプラスαのミニ知識

文法項目 A ～ C を①～⑩の基本
例文で学習します。

豊富な参考語句を使って演習
することで，学んだ文法知識
が確実に身につきます。

機能表現
の応用

文法項目と機能表現の達成目
標と自己評価チェックリスト

各項目で扱う文法項目がす
ぐにわかるようにしました。

テーマについて自分のこと
や自分の意見を文章で発信
します。

ステップを踏んで，ペアワー
クやグループワークを通し
て発話の実践を行います。

論理的な文章を書くため
のヒント

I/II

◀︎ I 教科書 p.19

◀︎ I 教科書 p.22

◀︎ I 教科書 pp.20-21
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Active Learning

【Form】 自分の住む街について，関係詞を適切に使い，説明を加えることができた。  3  2  1
【Logical Structure】自分の住む街について，大まかな分類からより具体的な情報へと展開し，説明することができた。 3  2  1
【Communication】 Share では，パートナーとアイコンタクトをとりながら，相手の聞きやすい声の大きさ，ス

ピードで話すことができた。
 3  2  1

到達度を自己評価してみよう　3…Excellent，2…Good，1…FairSELF - CHECK

“The Town Where I Live”というテーマで，海外の人に向けて自分の街を説明する文をつくる準備をしよう。
ペアになって，対話をくり返しながら，自分の街がどのような街なのかをマッピングしていこう。
＊ボキャブラリーを増やそう！（→ p.33参照）

Share

［地理的な場所］ ［街の規模］

［お気に入りのものや場所など］［名所や名産物など］

Where are you from?

Iʼm from Takamatsu, Kagawa.

Where is that?

Itʼs located in the northeastern part of 
Shikoku Island.

How big is your town?

Itʼs a pretty big town with a lot of people.

So, itʼs a busy town, right?

Yes, thatʼs right.

What do you like about your town?

First of all, the people are very kind and 
friendly.

Thatʼs great! Anything else?

The climate is mild throughout the year.

Could you tell me what your hometown is 
famous for?

Sure.  Itʼs famous for udon, traditional 
Japanese noodles.

Do you like udon?

Of course! I love it.

A A

AA

A A

A
A

B B

B
B

B B

B
B

Write
Shareで行ったMappingをもとに，次の段落構成を意識して“The Town Where I Live”の文章を完成させよう。
文章のしめくくりには，読み手がその街を訪れたくなるような一文を加えよう。

1 出だし I live in 　　　　　　 which is located in 　　　　　　　　　　　　.

Now let me tell you two things I like about my town.

2 よい点① First, 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　.

3 よい点② Second, 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　  　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　.

4 しめくくり（自由に） You should come visit me in 　　　　　　 someday!
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春休み中にAlex はアメリカの実家に帰ったようです。

自分が住む街について説明する
My Hometown

LESSON 1

Kanata: Alex, how was your spring vacation? 
Alex:  It was great.  I went back to my hometown in 

Philadelphia, which is the biggest city in 
Pennsylvania.

Kanata:  Sounds nice.  Did you enjoy seeing your family and 
friends there?

Alex:  I did!  I visited Fairmount Park with my friends.  
It has a traditional Japanese house and a garden, 
where I introduced some Japanese cultures to 
them.

Kanata: Wow, I want to go there someday!

Forms and Expressions　自分の街について説明するために，関係詞を使う

Speaking
● Kanata と Alex になりきって会話をしてみよう！

Tips for Logical Thinking　Explanatory / Analysis (1)
●  アイデアを展開し，整理するためにMapping を利用しましょう。Mapping とは，アイデアなどの断片を関連付けて視

覚的に示すことです。ここでは，テーマ「自分の街」について思いつくことを，関係するもの同士を線でつなげなが

ら書いていきます。１本の線で挙げられるだけ挙げたら，別のつながりも探して伸ばしてみましょう。アイデアを出

し尽くしたら，全体を見直して話の展開を決めましょう。

LESSO
N 1

Start-
Up

Voice

QR
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Interactions

名詞に説明を加えるときに，関係詞を使って表すことができる。
 The town  where I live is located in the southwestern part of Wakayama.
where I live が直前の the town に説明を加えている。
関係詞が関係詞節の中で副詞としてはたらいている（the town＋I live there）ので，関係副詞where を使う。
First, there is  a large zoo  that more than a million people visit every year.
that more than a million people visit every year が直前の a large zoo に説明を加えている。
関係詞が関係詞節の中で名詞としてはたらいている（a large zoo＋more than a million people visit it every year）ので，関係代名
詞 that またはwhich を使う。
I went back to my hometown in  Philadelphia , which is the biggest city in Pennsylvania.
名詞に補足的な情報を加える場合は，関係詞の前にコンマを入れる。固有名詞の場合は，コンマが必要。

F-Guide

Vocabulary
□ be located in ... …に位置する □ southern 形 南の □ be proud of ... …を誇りに思う

□ southwestern 形 南西の □ eastern 形 東の □ be famous for ... …で有名である

□ northern 形 北の □ western 形 西の □ bathe 動 入浴する

Read/Listen and Think
自分の住む街について紹介してみよう。

Logical Structure　Mapping
中央にあるテーマ “The Town Where I Live” から連想されるものをどんどん線でつなぎながら書いていきます。いくつかのキー
ワードに関係する具体的な地名や施設，ものなどを思いつくだけ挙げていくことがポイントです。

　I live in a seaside town which is located in the southwestern part of Wakayama.  Now, let me tell 
you two things I like about my town.
　First, there is a large zoo that more than a million people visit every year.  The zoo is especially 
famous for pandas.
　Second, there is a beautiful beach with white sand.  It’s my favorite spot.  There are several hot 
springs along the beach, so you can enjoy looking out at the sea while bathing in a hot spring!

Check 1 モデル英文を読み，英文中で取り上げられたものを上の図から探して をつけよう。

Check 2 モデル英文を読み，上の図の空所になっている部分に入れるのに適切な語句を記入しよう。

関係詞
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The Town Where I Live
Task

□ historical 形 歴史のある □ snowy 形 雪の多い □ shopping mall ショッピングモール

□ busy 形 にぎやかな □ seaside 形 海辺の □ rich in nature 自然が豊かな

□ mountainous 形 山の多い □ industrial town 工業都市 □ factory 名 工場

ペアになって，写真の街に住んでいるつもりになって話してみよう。

（例）A: Look.  This is a picture of my hometown.
 B: Wow, it looks like a beautiful town.
 A: It is.  It’s an old town which has many traditional buildings.
 B: So you mean it’s a historical town, right?
 A: Exactly.

例

⑵

⑴

⑶

E-Guide 定義・分類による説明
It’s  an old town  which has many traditional buildings.
まず，an old town「古い街」，a busy town「にぎやかな街」，a mountainous area「山の多い地域」，a fishing village「漁村」などのよう
に，その街がどのような分類の街であるかを述べます。そのあとに，関係詞節でくわしい説明を加えることで，大まかな分類からより具体的な
情報へと展開し，わかりやすい文になります。

LESSO
N 1
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● 1.Start-Up

● 2.Interactions

● 3.Active Learning

Harmony III

Harmony
English Logic and Expression I・II・III

モデル英文が示され，論理
構造や重要文法の解説＋確
認問題を掲載しています。

３レッスンを１ユニット (Zone) と
して，コンパクトな活動から大きな
活動へと段階的に進められます。

例）1st Zone (LESSON 1 ～ 3) 
トピック：住環境と都市計画
LESSON 1 写真について説明す
るペアワーク
LESSON 2 トピックに関する２
つの意見を読んで，賛成／反対
の意見を述べるペアワーク
LESSON 3 トピックに関するプ
レゼンテーション

説 明・ 分 析， 比 較・ 対 照，
問題解決など，トピックに
応じた論理構造を解説し，
生徒の表現活動をサポート
します。

話す活動 (Share) と書く活動 (Write) をセットにして，段階を
踏みながら発信へとつなげていきます。
プレゼンテーションやディベートを行うレッスンでは，
Write and Share として話したことをレポート等にまとめます。

例）1st Zone (LESSON 1 ～ 3) トピック：住環境と都市計画
　  LESSON 1 自分が住んでいる町について説明する
　  LESSON 2 自分が住んでみたい町について説明する
　  LESSON 3 プレゼンテーションをポスターにまとめる

III

▲︎ III 教科書 pp.20-21

◀︎ III 教科書 p.19

III 教科書 p.22 ▶
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生徒用教材

定着を確実にする

生徒用教材で予習・復習をサポート 

34

関係代名詞 pp.89～92教科書教科書

46 47

1  日本語の意味に合うように，［　　］から適切な語を選びなさい。 A

 （1） ステージで踊っている女の子は私の妹だ。
  The girl ［ who / which ］ is dancing on the stage is my sister.

 （2） これは横浜行きの電車ですか。
  Is this the train ［ who / that ］ goes to Yokohama?

 （3） 私には病院で働いているおじがいる。
  I have an uncle who ［ work / works ］ in a hospital.

2  日本語の意味に合うように，（　　）に適切な語を入れなさい。ただし，関係代名詞は that以外
を使うこと。 B

 （1） あなたは昨日私たちがバスで会った男性を覚えていますか。
   Do you remember the man （　　　　　　） （　　　　　　） （　　　　　　） on the bus 

yesterday?

 （2） あなたが私に貸してくれた DVDはとてもおもしろい。
  The DVD （　　　　　　） （　　　　　　） （　　　　　　） me is very interesting.

3  各組の文がほぼ同じ意味になるように，（　　）に適切な語を入れなさい。ただし，関係代名詞は
that以外を使うこと。 A B

 （1） I have to return the book.  I borrowed it last week.

  I have to return the book （　　　　　　） （　　　　　　） last week.

 （2） The woman has three cats.  She lives next door.

  The woman （　　　　　　） （　　　　　　） next door has three cats.

4  日本語の意味や与えられた状況に合うように，（　　）内の語句を並べかえなさい。 A B

 （1） これはトムが先週買った自転車だ。
  （ bought / is / this / Tom / the bicycle ） last week.

    last week.

 （2） 状況 あなたはブラウン先生がどういう人か説明しています。
  Mr. Brown （ the teacher / is / science / teaches / us / who ）.
  Mr. Brown  .

 （3） 状況 タナカ先生が，あなたが置き忘れた筆箱を持っています。
  This is （ I’ve / for / that / been / the pencil case / looking ）.
  This is  .

TRY!［　　］内の語を参考にして，～や…に自由に語句を入れ，オリジナルの英文をつくりなさい。
 A B

 （1） 彼女は～することができる生徒だ。［ speak / play ］
  She is a student  .

 （2） これは～が私にくれた…だ。［ book / T-shirt ］
  This is   me.

EXERCISES
14-1LESSON

関係代名詞（主格）A 参 pp.208～209

先行詞が「人」ならwho，「人以外」なら that / whichを使う。

❶ Do you know the name of the person who founded this college?
 （この大学を創立した人の名前をご存じですか）

❷ They’re creating robots that help people with disabilities.
 （彼らは障がいのある人々を助けるロボットを作っている）

関係代名詞が前置詞の目的語のはたらきをすることもある。
Most of the people  whom I talked to  agreed to my plan.　※whomは前置詞 toの目的語のはたらきをしている。

（私が話した人のほとんどは，私の計画に賛成してくれた）

❸  「…が～する人」のように，説明部分に〈主語＋動詞〉が含まれる場合は，〈名詞（人）＋ whom / who＋
主語＋動詞 ...〉とする。whomを使うのが正しいが，口語では whoを使うことが多い。

❹  「…が～するもの」のように，人以外のものに〈主語＋動詞〉を含む説明を加えるときは，〈名詞（人以外）
＋ that / which＋主語＋動詞 ...〉とする。

◆❸，❹の関係代名詞は説明部分（＝関係代名詞節）の中で目的語のはたらきをしている（目的格）。

　Tell me about the person  whom  you respect most
関係代名詞
（目的語）

主語 動詞
.　※ whomは respectの目的語にあたる。

◆目的語のはたらきをする関係代名詞は省略することができる。
　❸＝ Tell me about the person you respect most.

　❹＝ This is the new technology we have wanted.

説明部分＝関係代名詞節

先行詞

関係代名詞（目的格）B 参 pp.210～213

先行詞が「人」ならwhom / who，「人以外」なら that / whichを使う。

❸ Tell me about the person whom you respect most. 
 （あなたが最も尊敬する人のことを話してください）

❹ This is the new technology that we have wanted.
 （これは私たちがほしいと思っていた新しいテクノロジーです）

❶  「～する人」のように，「人」に説明を加えるときは，〈名詞（人）＋ who＋動詞 ...〉とする。この whoを
関係代名詞といい，関係詞節（関係詞で始まる語のかたまり）で説明を加える名詞
を先行詞という。

　 thatも使うことができるが，「人」の場合，whoを使うのがふつう。
❷  「～するもの」のように，人以外のものに説明を加えるときは，〈名詞（人以外）＋

that / which＋動詞 ...〉とする。
◆ ❶，❷の関係代名詞は説明部分（＝関係代名詞節）の中で主語のはたらきをしている（主格）。

　Do you know the name of the person  who  founded this college
関係代名詞
（主語）

動詞
?　※ whoは foundedの主語にあたる。

説明部分＝関係代名詞節

先行詞

Grammar Book I

1

1

1

All-in-One Workbook I

All-in-One Workbook III
（本冊 64 頁，解答・解説書 32 頁）

All-in-One Workbook II（別冊 Grammar Book 付き）

2

3636 Harmony English Logic and Expression I

イラストの内容に合うように，与えられた語を必要なら形を変えて使い，英文を完成させなさい。

⑴ I have   .  A

⑵   was very sad.  B

⑶ I didn’t understand    in the book.  C

2
⑴ ⑵ ⑶

関係代名詞を使って有名人や，彼らの功績について説明する

Great AchievementsGreat Achievements
教 pp.89-93　 参 pp.208-211, 214-215

LESSON 14

［a parrot, can talk］ ［what, write］［the book, he, read］

［　　］から適切な語を選び，英文を完成させなさい。

⑴ 私はインドに住むいとこがいます。

 I have a cousin 　　　　　　　　　　 lives in India.  A

⑵ ジャネットは買った本を私に見せてくれた。

 Janet showed me the book 　　　　　　　　　　 she bought.  B

⑶ 私は彼の言ったことが聞こえなかった。

 I couldn’t hear 　　　　　　　　　　 he said.   C

 ［ what / which / who ］

1

関係代名詞の文では，ま
ず関係詞節が説明を加え
ている名詞（先行詞）が何
か，そして関係詞節の中
で関係代名詞が何のはた
らきをしているかを見極
めることが大切だ。(3)は
先行詞にあたる名詞が見
当たらないことにも注意
が必要だ。

与えられた状況を参考に，空所に適語を入れて発言を完成させなさい。

⑴ どんな犬を飼ってるの？と聞かれて，あなたは……  A

 I have a white dog (　　　　　　　　) (　　　　　　　　) long hair.

⑵ 昨日の映画はどうだった？と聞かれて，あなたは……  B

 The movie (　　　　　　　　) (　　　　　　　　) saw yesterday was boring.

⑶ 友人が誕生日にほしいものを知りたいあなたは……  C

 Tell me (　　　　　　　　) (　　　　　　　　) want for your birthday.

3

3737

あなたが好きな歌手や本について，「私が好きな～は〇〇です」と書いてみよう。さらに，“What I like 
about ... is ～.”とそれについてあなたが好きだと思う点を説明しよう。
書けたら，友だちに「あなたが好きな～は何ですか？」とたずねる文を書いてみよう。

【好きなもの】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【それの好きなところ】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【「あなたが好きな～は何？」】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Make your own sentences!

HINT  名詞の後置修飾
名詞を修飾する場合，最も単純な方法は a nice dress のように，名詞の前に形容詞を置くやり方です。しかし，これで
はあまり長くて複雑な説明を加えることはできません。そこで，不定詞や関係詞節を名詞の後ろに置いて，後ろから名
詞に説明を加える方法があります。a nice dress to wear to a wedding「結婚式に着ていくすてきなドレス」や，a nice 
dress that cost more than 50,000 yen「５万円以上したすてきなドレス」とすることで，表現の幅が広がり，さまざま
な文をつくることができるようになります。

（　　）の語句を並べかえて，日本語に合う英文をつくりなさい。

⑴ ニナは７弦ギターを買った。  A
 （ has / bought / seven / Nina / a guitar / that / strings ） .

  .

⑵ これらは私がアラスカで撮った写真だ。  B
 （ took / are / Alaska / the photos / these / I / in ） .

  .

⑶ 私は昔の私ではない。  C
 （ am / be / what / I / I / used to / not ） .

  .

4
７弦ギター＝７本の弦が
あるギター

目的格の関係代名詞は省
略することができる。

whatを使った慣用表現。

        Nao と Jason の会話を聞いて，質問に合う答えを１文で書きなさい。

⑴ Where does Jason’s cousin live?

    A

⑵ When should Nao visit there?

    B

⑶ What is Nao worried about?

    C

5
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生徒用音声 CD III（2 枚組）

生徒用音声 CD II（２枚組）

生徒用音声 CD I（２枚組）

2

2

3

♪

♪

♪

Harmony I  準拠

Harmony II 準拠

Harmony III 準拠

● All-in-One Workbook（48 頁）
　音声再生アプリ「いいずなボイス」対応
● All-in-One Workbook 解答・解説書（28 頁）

●別冊 Grammar Book（40 頁）
● Grammar Book 解答・解説書（24 頁）

●本冊（48 頁）
　・実践的な文法演習問題を掲載
　・新課程型のイラスト問題を収録
　・豊富なヒントで自学習をサポート
●解答・解説書（32 頁）
●書きこみ式ノート（40 頁）
　・教科書の例文＋語い確認
　・教科書 Task のヒント＋解答欄

●本冊（80 頁）
　・左頁：教科書の例文＋詳細な文法解説
　・右頁：実践的な文法演習問題
●解答・解説書（44 頁）

●生徒が予習・復習に使用できるＣＤ
　教科書のモデル会話 (Start-Up)，例文 (Interactions) などの英文を収録

●教科書で扱った文法事項で構成
●活動につながる自由英作文も収録
●各レッスンにリスニング問題を掲載
　音声再生アプリ「いいずなボイス」対応

●教科書で扱った文法事項＋発展項目で構成



Harmony
指導資料

さまざまな目的に対応する充実のラインアップ
Harm

ony
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指導書本冊

Teacher’s Book（朱書本）

小テスト・評価問題

補助プリント

1

2

3

4

指導用データ DVD-ROM

指導の際の指針，授業の展開案，文法の解説など，教科書
を使いこなすための情報が満載です。

教科書の紙面に解答（例），英語の指示文，指導用音声 CD
のトラック番号などの情報を掲載しました。

Grammar 導 入 シ ー ト ／ Introduction 練 習 シ ー ト ／
Share 活動シート／ Write 活動シート

各課小テスト／各単元の評価問題
※評価問題解答には観点（知識・技能または思考力・判断力・
　表現力）を記載

ワークシート各種のほか，授業用パワーポイントやフラッ
シュカード，テストクリエイターを収録5

指導者用音声 CD I（8 枚組）／II（6 枚組）／III（4 枚組）

各課のモデル会話と例文（英語，日本語＋ポーズ），活動の英語指示文，モデル英文の音声などを収録

♪

①各課小テスト
②評価問題
③各課和訳
④教科書本文 Word データ
⑤教科書解答・解答例
⑥ディクテーション・シート
⑦ Introduction 練習シート

⑧ Grammar 導入シート
⑨ Grammar 練習シート
⑩例文暗唱 & Vocabulary シート
⑪ Share 活動シート
⑫ Write 活動シート
⑬ Keep Talking 活動シート
⑭ 〜してみよう！活動シート※ ※のデータは I のみに収録されています。

※単体での販売もあります。

※単体（PDF）での販売もあります。

※

※ ⑮語順トレーニング（5 文型）
⑯指導用パワーポイント & フラッシュカード
⑰シラバス・評価規準（ルーブリック）
⑱テストクリエイター
⑲ QR コードリンク先 URL 一覧

評価問題

1. 動詞の時制 LESSON 1〜4 
 

年   組   番 

＿＿＿＿＿ /100 
評 価 問 題  

⽒名 
 

□1  (  )内から適切な語（句）を選びなさい。 (3 点×4＝12 点) 
(1) Hikaru ( get / gets ) up at 6:30 every morning. 
(2) Aki ( is going to go to / going to goes to ) the library after school. 
(3) I ( studyed / studied ) hard for the exam. 
(4) Did you ( finish / finished ) your homework? 

 

□2  ［  ］から適切な語を選び，必要なら形を変えて英⽂を完成させなさい。 (4 点×4＝16 点) 
(1) Bill              a soccer game on TV last night. 
(2) Tracy              a bath now. Shall I take a message? 
(3) Daniel and Patricia              each other since they were little. 
(4) Iʼm              sixteen years old next month. 

［ be / know / watch / take ］ 
 

□3  (  )内の語（句）を並べかえて，英⽂を完成させなさい。 
ただし，下線部の動詞は適切な形にすること。 (5 点×5＝25 点) 

(1) ( give / my birthday / me / for / a cap / my brother ). 
 . 

(2) ( carry / always / with her / Sophia / an umbrella ). 
 . 

(3) ( be / a lot of / used to / trees / there / in this town ). 
 . 

(4) ( finish / you / have / yet / your homework )? 
 . 

(5) ( meet / the convenience store / we / in front of / will ). 
 . 

□4  次の各⽂の誤りを訂正して，全⽂を書きなさい。 (6 点×4＝24 点) 
(1) サカモト先⽣は学校の近くに住んでいる。 

Ms. Sakamoto is living near our school. 
 . 

(2) 宿題を終えたら，私はマディソンとテニスをするつもりだ。 

I will play tennis with Madison when I will finish my homework. 
 . 

(3) 明⽇は，⾬は降らないようだ。 

Itʼs going to not rain tomorrow. 
 . 

(4) エイデンは先週２回遅刻した。 

Aiden has been late for school twice last week. 
 . 

 

□5  次の⽇本語の意味に合う英語をつくりなさい。 (6 点×3＝18 点) 
(1) 私はたいてい，歩いて学校に⾏きます。 

 . 
(2) 昨⽇からずっと，雪が降り続けている。 

 . 
(3) Jamie が戻ってきたら，始めましょう。 

 . 
 

□6  あなたがほぼ毎朝，または毎晩していることを紹介しなさい。 
起きる時間や寝る時間，よく⾷べるものなどを⾃由に含めて，３〜４⽂書きなさい。 (5 点) 
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＿＿＿＿＿ /100 
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［ be / know / watch / take ］ 
 

□3  (  )内の語（句）を並べかえて，英⽂を完成させなさい。 
ただし，下線部の動詞は適切な形にすること。 (5 点×5＝25 点) 

(1) ( give / my birthday / me / for / a cap / my brother ). 
 . 

(2) ( carry / always / with her / Sophia / an umbrella ). 
 . 

(3) ( be / a lot of / used to / trees / there / in this town ). 
 . 

(4) ( finish / you / have / yet / your homework )? 
 . 

(5) ( meet / the convenience store / we / in front of / will ). 
 . 

□4  次の各⽂の誤りを訂正して，全⽂を書きなさい。 (6 点×4＝24 点) 
(1) サカモト先⽣は学校の近くに住んでいる。 

Ms. Sakamoto is living near our school. 
 . 

(2) 宿題を終えたら，私はマディソンとテニスをするつもりだ。 

I will play tennis with Madison when I will finish my homework. 
 . 
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Itʼs going to not rain tomorrow. 
 . 
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(3) Jamie が戻ってきたら，始めましょう。 

 . 
 

□6  あなたがほぼ毎朝，または毎晩していることを紹介しなさい。 
起きる時間や寝る時間，よく⾷べるものなどを⾃由に含めて，３〜４⽂書きなさい。 (5 点) 
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 . 
 

□6  あなたがほぼ毎朝，または毎晩していることを紹介しなさい。 
起きる時間や寝る時間，よく⾷べるものなどを⾃由に含めて，３〜４⽂書きなさい。 (5 点) 
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Grammar 導入シート

 ■ 英語の⽂のつなぎ⽅ ■  
▶⽂と⽂をつないでみよう 教科書 p.17 
 Exercises  次の英⽂から２⽂ずつを組み合わせて，内容に合わせて and または but でつないで， 

３つの⽂をつくりなさい。 
I lost it soon. 
I visited Morgan yesterday. 
I bought a nice new watch. 
She forgot to buy some eggs. 
We played video games together. 
Aiko went shopping. 
 
・   

 . 

・   

 . 

・   

 . 

 
▶⽂を⽂に組み込んでみよう 教科書 p.17 
 Exercises  左右の英⽂から適切な２⽂を選び，[  ]から適切な語を選んでつないで， 

３つの⽂をつくりなさい。 
I want to live near the beach 
Please tell me 
I think 

we should take a rest 
I like to swim in the ocean 
the next bus will come 

［ that / when / because ］ 
・   

 . 

・   

 . 

・   

 . 

LESSON 1 教科書 pp.19-22 
 

年   組   番 

Grammar 導⼊シート 
⽒名 

 
［⽂法ポイント］：現在の状態やいつもすることは動詞の現在形を使って表す 
現在形を使うと，住んでいるところ，⼊っている部活，趣味や特技など，現在の状態やいつもするこ
とを表せます。また，今のことに対して「〜をしている最中です」と⾔いたいときには，現在進⾏形
を使います。 

 
A 「（今）〜だ」と伝える 

① I like cats very much. （私は猫が⼤好きだ［⼼理や感覚］） 

② My brother has two bikes. （兄は⾃転⾞を 2 台持っている［状態］） 

■ 動詞の現在形：現在の⼼理や感覚，現在の状態を表す。 
【Try!】⽇本語の意味に合うように，［  ］の動詞を適切な形にして，英⽂を完成させなさい。 

1. She (      ) my name. [know]（彼⼥は私の名前を知っている） 

2. My grandfather (      ) in Saitama. [live]（私の祖⽗は埼⽟に住んでいる） 
 
B 「（いつも）〜する」と伝える 

③ My mother drives to work every day. （⺟は毎⽇，⾞で仕事に⾏く［習慣的な動作］） 

④ My cat usually sleeps on the sofa. （私の猫はふだんソファで寝る） 

■ 動詞の現在形：習慣的な動作を表す。 

【Try!】⽇本語の意味に合うように，［  ］の動詞を適切な形にして，英⽂を完成させなさい。 

1. My father (      ) golf on weekends. [play]（私の⽗は週末にゴルフをする） 

2. He sometimes (      ) a book before he goes to bed. [read] 

（彼はときどき寝る前に読書をする） 

 
C 「（今）〜している最中だ」と伝える 

⑤ I’m waiting for the school bus. （私はスクールバスを待っている） 

⑥ My cat is getting fat these days. （私の猫は最近太ってきている） 

■ 現在進⾏形：「（今）〜している最中だ」。変化している最中のことも表す。 

【Try!】⽇本語の意味に合うように，［  ］の動詞を適切な形にして，英⽂を完成させなさい。 

1. I                  a newspaper now. [read] 

（私は今，新聞を読んでいます） 

2. The days                  longer. [get]（⽇が⻑くなってきている） 

7

❺ 指導用データ DVD-ROM 収録内容5

❸ 補助プリント3 ❹ 小テスト・評価問題4

指導資料セット I/II/III ※ IIIは❶❷❺のセットになります。



36

 

I・II ・II I「デジタル教科書（教材）」「デジタル教科書」   （Lentrance 版）

指 導 者 用
・アプリ版またはクラウド版
・校内フリーライセンス
・利用期間：5 年間

基本機能
（拡大・縮小，書き込みなど） 

対応参考書 該当頁の表示

設問の解答表示

利 用 方 式

納 品 形 式

音声・スクリプト
（Start-Up，基本例文，リスニング問題）

アプリまたはクラウド

デジタル教科書（教材）

ー

ー

ー ー

デジタル教科書デジタル教科書（教材）

クラウド クラウド

ライセンス配布 ライセンス配布

指 導 者 用 学 習 者 用（Ⅰ・Ⅱの み ）

アプリ：DVD-ROM 納品
クラウド：ライセンス配布  

学 習 者 用
・クラウド版のみ
・1 人 1 ライセンス
 ・利用期間：2 年間

パソコンやタブレットで教科書を表示　拡大・書き込みなどの機能も充実

be Smart/Clear
Harmony

❷ 目次を表示

❽ スクロールバー

教科書の目次に戻ります。

頁の移動に使います。

❶ 頁の拡大・縮小

❸ しおり

❻ 音声再生ボタン

❹ CHECK 問題アイコン

❺ 参考書リンク

❼ 書き込み

ピンチアウトまたはボタンで紙
面を拡大することができます。

後から読み直したい頁に名前を
付けて，しおりをはさむことが
できます。

ボタンをクリックすると，例文
やリスニング問題の音声が再生
されます。

アイコンをクリックするとポッ
プアップ画面が開き，問題と解
答が表示されます。

総合英語 be または Harmony
の該当頁の PDF が表示されま
す。

ペン・マーカー・スタンプを使っ
て紙面に書き込みができます。
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I・II ・II I「デジタル教科書（教材）」「デジタル教科書」   （Lentrance 版）

動 作 環 境

基本機能
（拡大・縮小，書き込みなど） 

利 用 方 式

納 品 形 式

音声・スクリプト
（I は課末 Recap & Retell問題 １ のみ）

QR コードの音声再生リンク
＊インターネットへの接続が必要です。

アプリまたはクラウド

ー

ー

デジタル教科書デジタル教科書
端　末

WindowsPC
Windows タブレット

iPad

Chromebook

◯
Windows 8.1 以降

◯
iOS 12 以降／ iPadOS

◯
Chrome/Edge

◯
Chrome

◯
Safari

アプリ方式 クラウド方式

ライセンス配布

クラウド

指導者用（シンプル版） 学 習 者 用

アプリ：DVD-ROM 納品
クラウド：ライセンス配布  

アプリ方式とクラウド方式の違い
クラウド方式
Web ブラウザを使ってデジタル教
科書を利用するため，校内 LAN の
環境が必要。端末にアプリをインス
トールする必要はありません。

アプリ方式
端末にビューアのアプリをインス
トールしてデジタル教科書を利用す
るため，オフラインでの使用が可能。
iPad の場合，App Store からアプ
リのダウンロードが必要。

パソコンやタブレットで教科書を表示　拡大・書き込みなどの機能も充実

英語コミュニケーション／論理・表現 共通
New Rays　be Smart/Clear　Harmony

New Rays

❾ 本棚に戻る
Lentrance のトップ画面に戻り
ます。

❿ 最小化

⓫ 別の本を開く

デジタル教科書を最小化します。

本棚に戻らずに，教科書や資料
を切り替えることができます。

⓬ 閲覧設定
紙面の配色や明るさなどを調整
することができます。

※ New Rays には「学習者用デジタル教科書（教材）」のご用意はありません。

＊上記は be 論理・表現 I Smart の画面です。Clear，Harmony，New Rays も基本的な操作方法は同じです。New Rays には❹〜❻の機能はありません。

（Ⅰ・Ⅱの み ）
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指導用パワーポイント

be Smart/Clear　Harmony

授業・指導内容に合わせて自由に改変できるフレキシブルさが魅力
教科書の本文再生，単語のフラッシュカードなどの機能を収録。授業内容に合わせて，
スライドを追加・削除することができるので，生徒さんに適した効果的な授業ができます。

各課 1 枚目の目次のスライドから，
使用項目を選択できます。

※例は be Clear I になります。
　収録内容や仕様は教科書によって異なります。

発音や単語をフラッシュカードで練習できます。スライドは 3 秒ごと
に自動で切り替わります。

基本例文と解説。CHECK/TASK 問題の解答が表示され，音声を聞くこともできます。

冒頭の会話をネイティブスピーカーのあとに続いて練習 (Repeat) したり，ロールプレイ
ング (Practice) したりできます。

TALK

SOUNDS / VOCABULARY

INTERACTIONS

主 な 収 録 内 容

導入の会話をカラオケ表示で確認できます（自動再生）。Start-Up

 

指導資料セット DVD-ROM に収録
同じ内容の HTML 版（Chromebook 対応）もあります。
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New Rays

各レッスンの 1 枚目に目次のスライドがあり，学習内容
に合わせて簡単に該当項目のスライドを選択できます。

（各課 Part 1 のみ）

教科書の自己発信質問とその解答例が表示されます。

教科書本文の内容理解の質問とその解答例が表示されます。

音声に合わせて英語と日本語をチャンクごとに表示します。英文の主語をピンクで，
動詞を青で示しました。 

英文を 1 文ごとに示し，音声を付けました。

各パートの英文を最初にまとめて聞かせる活動に使っていただけます。

教科書の新語とイディオムのフラッシュカードです。1 つの新語には，「英単語＋日
本語」「英単語」「発音記号」「日本語」の 4 種類のスライドがあります。スライドは
3 秒で切り替わります。 

各課の導入に使っていただける写真や資
料をご用意しました。Teacher’s Book の
指導案と連動しています。 

INTRODUCTION

LISTEN

TEXT

Think/Pair/Share

NEW WORDS
& EXPRESSIONS

COMPREHENSION
CHECK

CHUNK
READING

※指導資料セットの単体での販売
定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）

※指導資料セットの単体での販売
定価 6,600 円（本体 6,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

Smart/Clear　※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価（各）5,500 円（本体 5,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

WORKBOOK
定価 825 円（本体 750 円＋税） Smart : 定価 770 円（本体 700 円＋税）

Clear  : 定価 715 円（本体 650 円＋税）

All-in-One Workbook
定価 693 円（本体 630 円＋税）

Workbook　Smart/Clear

指導資料セット
（指導用パワーポイント含む）

指
導
用

be Clear Ⅲ

準拠問題集

学
習
者
用

Teacher's Book
（朱書本）

指導用音声 CD

指導書本冊 PDF

生徒用音声 CD

英語コミュニケーションⅠⅢ 論理・表現ⅠⅢ

be Smart Ⅲ Harmony ⅢNew Rays Ⅲ

Smart/Clear　※指導資料セットの単体での販売　
定価（各）4,400 円（本体 4,000 円＋税）

教 材 一 覧

 

各 レ ッ ス ン の 内 容  

英語コミュニケーション／論理・表現 共通
New Rays　be Smart/Clear　Harmony

＊上記の内容は 2024 年 4 月現在のものです。掲載されている仕様は予告なしに変更することがあります。

２分冊＋ DVD-ROM
定価 33,000 円（本体 30,000 円＋税）

２枚組
定価 1,320 円（本体 1,200 円＋税）

定価 13,200 円（本体 12,000 円＋税）

定価 13,200 円（本体 12,000 円＋税）
Smart/Clear

定価（各）29,700 円（本体 27,000 円＋税）

Smart/Clear
定価（各）29,700 円（本体 27,000 円＋税）

定価 29,700 円（本体 27,000 円＋税）

定価 29,700 円（本体 27,000 円＋税）

10 枚組
定価 18,700 円（本体 17,000 円＋税）

２枚組
定価 330 円（本体 300 円＋税）

4 枚組
定価 14,300 円（本体 13,000 円＋税）

各２枚組　Smart/Clear
定価（各）330 円（本体 300 円＋税）

各 4 枚組　Smart/Clear
定価（各）16,500 円（本体 15,000 円＋税）

２分冊＋ DVD-ROM
定価 31,900 円（本体 29,000 円＋税）

２分冊＋ DVD-ROM　Smart/Clear
 定価（各）31,900 円（本体 29,000 円＋税）

Ⅲ

指導者用デジタル教科書（教材）
［アプリ版］

指導者用デジタル教科書（教材）
［クラウド版］



４分冊＋ DVD-ROM
定価 22,000 円（本体 20,000 円＋税）

４分冊＋ DVD-ROM
定価 30,800 円（本体 28,000 円＋税）

４分冊＋ DVD-ROM
定価 22,000 円（本体 20,000 円＋税）

４分冊＋ DVD-ROM
定価 29,700 円（本体 27,000 円＋税）

４分冊＋ DVD-ROM　Smart/Clear
 定価（各）22,000 円（本体 20,000 円＋税）

Smart/Clear　※指導資料セットの単体での販売　
定価（各）3,850 円（本体 3,500 円＋税）

※指導資料セットの単体での販売
定価 3,850 円（本体 3,500 円＋税）

※指導資料セットの単体での販売
定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）

※指導資料セットの単体での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

※指導資料セットの単体での販売
定価 6,600 円（本体 6,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

12 枚組
定価 16,500 円（本体 15,000 円＋税）

12 枚組
定価 18,700 円（本体 17,000 円＋税）

６枚組
定価 14,300 円（本体 13,000 円＋税）

各８枚組　Smart/Clear
定価（各）16,500 円（本体 15,000 円＋税）

各２枚組　Smart/Clear
定価（各）550 円（本体 500 円＋税）

　Smart/Clear
定価（各）27,500 円（本体 25,000 円＋税）

　Smart/Clear
定価（各）27,500 円（本体 25,000 円＋税）

Smart/Clear
定価（各）1,100 円（本体 1,000 円＋税）

Smart/Clear
定価（各）2,200 円（本体 2,000 円＋税）

８枚組
定価 14,300 円（本体 13,000 円＋税）

２枚組
定価 1,100 円（本体 1,000 円＋税）

２枚組
定価 550 円（本体 500 円＋税）

WORKBOOK Standard 
定価 737 円（本体 670 円＋税）

WORKBOOK Standard 
定価 759 円（本体 690 円＋税）

Workbook （表現型）　Smart/Clear
定価（各）682 円（本体 620 円＋税）

Workbook （表現型）　Smart/Clear
定価（各）550 円（本体 500 円＋税）

Grammar Book（文法型）　Smart/Clear
定価（各）737 円（本体 670 円＋税）

My English Portfolio　Smart/Clear
定価（各）242 円（本体 220 円＋税）

Essential Grammar Book　Smart/Clear
定価（各）693 円（本体 630 円＋税）

My English Portfolio　Smart/Clear
定価（各）275 円（本体 250 円＋税）

All-in-One Workbook
定価 682 円（本体 620 円＋税）

All-in-One Workbook ※別冊 Grammar Book 付き
定価 825 円（本体 750 円＋税）

Grammar Book（文法型）
定価 682 円（本体 620 円＋税）

WORKBOOK Advanced
定価 803 円（本体 730 円＋税）

WORKBOOK Advanced
定価 825 円（本体 750 円＋税）

Listening WORKBOOK
定価 803 円（本体 730 円＋税）

Listening WORKBOOK
定価 803 円（本体 730 円＋税）

学習ノート
定価 792 円（本体 720 円＋税）

学習ノート
定価 737 円（本体 670 円＋税）

定価 1,100 円（本体 1,000 円＋税） 定価 1,100 円（本体 1,000 円＋税）

定価 2,200 円（本体 2,000 円＋税）

定価 11,000 円（本体 10,000 円＋税） 定価 27,500 円（本体 25,000 円＋税）

定価 11,000 円（本体 10,000 円＋税） 定価 27,500 円（本体 25,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価 5,500 円（本体 5,000 円＋税）

Smart/Clear　※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価（各）5,500 円（本体 5,000 円＋税）

指導資料セット
（指導用パワーポイント含む）

指導資料セット
（指導用パワーポイント含む）

Teacher's Book
（朱書本）

デジタル教科書（教材）
［アプリ版］

デジタル教科書（教材）
［クラウド版］

指導書本冊 PDF

Ⅰ

指
　
導
　
用

教 材 一 覧

be SmartⅠ be ClearⅠ

be ClearⅠⅠ

HarmonyⅠ

Tel. 03-5826-4370　Fax. 03-5812-7030
〒 110-0016　東京都台東区台東 1-32-8  清鷹ビル４Ｆ
https://www.iizuna-shoten.com

株式会社 いいずな書店

令
和
７
〜
９
年
度

　
英
語
教
科
書
の
ご
案
内

New RaysⅠ

指
　
導
　
用

英語コミュニケーションⅠ 論理・表現Ⅰ

指導用音声 CD

デジタル教科書
［クラウド版］

デジタル教科書（教材）
［クラウド版］

生徒用音声 CD

準拠問題集

学
　
習
　
者
　
用

-

ⅠⅠ

-

--

デジタル教科書
［クラウド版］

デジタル教科書（教材）
［クラウド版］

生徒用音声 CD

準拠問題集

学
　
習
　
者
　
用 -

-

Teacher's Book
（朱書本）

デジタル教科書（教材）
［アプリ版］

デジタル教科書（教材）
［クラウド版］

指導書本冊 PDF

指導用音声 CD

英語コミュニケーションⅠⅠ 論理・表現ⅠⅠ

be SmartⅠⅠ HarmonyⅠⅠNew RaysⅠⅠ

-

-

２枚組
定価 1,320 円（本体 1,200 円＋税）

２枚組
定価 660 円（本体 600 円＋税）

定価 1,100 円（本体 1,000 円＋税） 定価 1,100 円（本体 1,000 円＋税）

定価 2,200 円（本体 2,000 円＋税）

定価 11,000 円（本体 10,000 円＋税） 定価 27,500 円（本体 25,000 円＋税））

定価 11,000 円（本体 10,000 円＋税） 定価 27,500 円（本体 25,000 円＋税）

４分冊＋ DVD-ROM　Smart/Clear
 定価（各）29,700 円（本体 27,000 円＋税）

Smart/Clear　※指導資料セットの単体での販売　
定価（各）4,400 円（本体 4,000 円＋税）

各６枚組　Smart/Clear
定価（各）16,500 円（本体 15,000 円＋税）

各２枚組　Smart/Clear
定価（各）660 円（本体 600 円＋税）

　Smart/Clear
定価（各）27,500 円（本体 25,000 円＋税）

　Smart/Clear
定価（各）27,500 円（本体 25,000 円＋税）

Smart/Clear
定価（各）1,100 円（本体 1,000 円＋税）

Smart/Clear
定価（各）2,200 円（本体 2,000 円＋税）

Smart/Clear　※指導資料セットの単体（PDF）での販売
定価（各）5,500 円（本体 5,000 円＋税）

Grammar Book（文法型）　Smart/Clear
定価（各）605 円（本体 550 円＋税）

＊本冊子に掲載されているＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

※Ⅲの教材一覧は p.39 に掲載


